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麦島勝さんへ感謝状
ひなたぼっこ開所
人権子ども集会フェスティバルinやつしろ
全国高専デザインコンペで最優秀賞
ちびっこ妙見祭
妙見祭笠鉾組立見学ツアー
　　　　　　 　　 　　　　　 他10件

★

　 小 春 日 和 と
なった 11月23
日の妙見祭。御
幣 の 付 い た 青
竹 を さ さ げ 持
つ一群は、 神幸
行 列 に 復 活 し
た「白

し ら に ぎ

和幣
て

」の
人たちです。こ

れで約 200 年前の妙見宮祭礼絵巻
に描かれた 40 種の出し物が、戦後
初めて全て勢ぞろい。八代妙見祭の
2016 年の国連教育科学文化機関

（ユネスコ）無形文化遺産登録に向
けた、大きな弾みになりました。

今月の表紙

　『妙見祭は男祭』と思ってきた。祭は
見るもの。笠鉾が出る紺屋町に育ったが、
手伝いをすることはあっても表に出る機
会はなかった。
　ところが、女性が堂々と胸を張って参
加できる出し物があった。
　2014 年 8 月、八代白百合学園同窓
会「斯華会」の総会で、八代妙見祭保存
振興会会長の濵大八郎さんに妙見祭につ
いての講演を依頼。その中で、妙見祭が
2016 年の国連教育科学文化機関（ユネ
スコ）無形文化遺産登録を目指している
こと、神幸行列に唯一「白和幣」が欠け
ていることの話があり、「同窓会で復元
に協力してもらえるといいんですが」と
濵さんから投げかけがあったという。
　その後、同窓会役員などが集まる機会
に、市や祭の関係者から具体的な説明を
受ける中で参加することが決まる。話を
聞いた役員や会員の中から参加希望者が
次第に集まっていった。同窓会を母体と
した白和幣保存会が結成される。
　今回、祭に参加したのは 16 人。同窓
会の会員 12 人に、男性は白百合学園高
校の校長先生など 4 人の先生に協力して
もらった。他に、行列での付き添いや着

女性が堂々と祭に参加
同窓会の輪の広がりにも期待

守田  恭子 さん
（千反町1丁目）

八代白百合学園同窓会「斯
このはな

華会」
白
しらにぎ

和幣
て

保存会　会長

替えの運搬、後片付けなどに 4 人の同窓
会会員が応援してくれた。「御幣は妙見
宮の小林宮司に作っていただきました。
私の帯は、同窓会会員が 100 年前のりっ
ぱなものを提供してくれました」不足し
ている着物や袴の提供、着替える場所の
確保など、祭まで短期間だったが参加に
向けての協力があり、ありがたかった
という。「なんとか形になってよかった」
当日は天気にも恵まれ、みんな元気に楽
しんで歩くことができたそうだ。
　祭に参加して驚いたのは、見物に外国
の人が多いこと。行列行進の待ち時間に、
一緒に写真に写ってくれるよう何度も外
国の人から頼まれた。御夜で参加した
八代妙見紅

べに

道中の踊りを終えた後もそう
だったという。
　「着物はお引きずりをお抱えで歩くの
が正式だそうです。また、絵巻を見る
と 24 人の男女が歩いているので参加者
もさらに募り、次はより絵巻に近づけた
い」と語る。「同窓会で取り組める行事
がひとつ増えました。これが、さらに会
員の輪の広がりにつながっていくとうれ
しい」と思いがけない祭りへの参加の機
会を喜んでいる。

妙見宮祭礼絵巻に描かれている白和弊（市立博物館提供）
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市
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
デ
フ
レ
脱

却
を
目
指
す
安
倍
政
権
の
金
融
・
財
政
政

策
な
ど
に
よ
り
、
円
安
、
株
高
が
進
み
、

経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
や
人
口
減
少
時
代
の
到
来
と
い
う
大
き

な
社
会
構
造
の
転
換
期
を
迎
え
て
、
雇
用
・

福
祉
・
教
育
・
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
は
も
と
よ
り
、
震
災
か
ら
の
復
興
対
策
、

領
土
問
題
な
ど
の
難
題
が
山
積
し
、
時
代

の
先
行
き
が
ま
す
ま
す
不
透
明
感
を
増
し

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会
と
し
ま
し
て

は
、
合
併
後
10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

第
１
次
産
業
支
援
対
策
の
強
化
、
雇
用
対

策
の
推
進
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
強

化
や
行
財
政
改
革
・
機
構
改
革
の
推
進
、

住
民
自
治
の
充
実
、
教
育
予
算
の
確
保
、

少
子
化
対
策
な
ど
16
項
目
に
わ
た
り
市
長

へ
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り

市
民
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
市
政
の
大
役
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
て
か
ら
、
２
回
目
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
政
運
営
の
基

本
政
策
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
「
農
林
水
産

業
の
振
興
」
や
「
地
域
振
興
」「
環
境
対
策
」

「
教
育
・
子
育
て
支
援
」
な
ど
８
項
目
の
実

現
に
向
け
て
、
市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
八
代
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取

扱
量
が
大
き
な
伸
び
を
示
す
と
と
も
に
、

中
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
乗
せ
た
ク
ル

ー
ズ
客
船
が
寄
港
す
る
な
ど
、
物
流
の
み

な
ら
ず
人
流
の
拠
点
港
と
し
て
、
八
代
港

の
大
き
な
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
環
境
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
一
定
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ほ
か
、「
八

代
妙
見
祭
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
に
向
け
て
、
官
民
あ
げ
て
の
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
明
る
い

 新年のごあいさつ

組
ん
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
経
済
、
政
局
な
ど
の

社
会
情
勢
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
な
が
ら
、

本
市
を
中
心
と
し
た
県
南
地
域
の
産
業
の
振

興
や
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
な
ど
を

目
指
す
「
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構

想
」
や
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
の
創
生
を
目

的
と
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

に
お
け
る
本
市
独
自
の
総
合
戦
略
の
策
定
な

ど
に
つ
い
て
執
行
部
と
慎
重
に
論
議
を
重
ね

な
が
ら
、
そ
の
推
進
に
努
力
を
重
ね
て
い
く

所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
整
備
と
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
が
市
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

実
り
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

八
代
市
長
　
中
村 
博
生

八
代
市
議
会
議
長
　
橋
本 

幸
一

話
題
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
に
よ

り
、
２
０
４
０
年
に
は
日
本
の
約
半
数
の

自
治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
中
で
、
私
た
ち
地
方
公
共
団
体
に

は
、
地
域
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
知
恵
を
絞
り
、
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
合
併
し
て
10
周
年
の
節
目
の

年
で
す
。
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
方
創
生

に
向
け
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
誇
り
に
満
ち
た

暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本

市
の
魅
力
や
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

本
年
も
市
政
に
対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
、

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
喜

び
と
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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「
走
リ
水
ノ
瀧
」
国
名
勝
指
定
へ　

※
国
指
定
名
勝
と
は
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
い
て
、
わ
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上

ま
た
は
観
賞
上
、
学
術
上
価
値
の
高
い

名
勝
地
と
し
て
末
永
く
保
存
・
活
用
す

る
た
め
に
指
定
さ
れ
る
も
の
。

指
定
名
称
「
肥ひ

ご
り
ょ
う
な
い
め
い
し
ょ
う
ち

後
領
内
名
勝
地
　
五ご

ろ
う郎

ヶ
瀧た

き

　
聖ひ

じ

リ
瀧た

き

　
走は

し

リ
水み

ず

ノ
瀧た

き

　
建た

て
が
み神

ノ
岩い

わ

　
神こ

う

ノ
瀬せ

ノ
岩い

わ
や屋

」 （
坂
本
町
深
水
）

　

平
成
26
年
11
月
21
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
文
部
科
学
大
臣
に
国
名
勝
指
定
を
答
申
。
平
成
27
年
３
月
頃
、
官
報
に
告
示
の
見
込

み
で
す
。
な
お
、
五
郎
ヶ
瀧
と
聖
リ
瀧
は
山
都
町
、
建
神
ノ
岩
は
氷
川
町
、
神
ノ
瀬
ノ
岩
屋
は
球
磨
村
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
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今
回
の
指
定
は
熊
本
藩
主
第
８
代
細
川
斉な

り
し
げ茲

が
、
藩
の
御お

か
か
え抱
絵え

し師
に
領
内
の
優
秀
な
風
景
地

を
選
ん
で
絵
巻
物
に
描
く
こ
と
を
命
じ
て
作
成

し
た
『
領り

ょ
う
な
い
め
い
し
ょ
う
ず
か
ん

内
名
勝
図
巻
』
に
描
か
れ
て
い
る
風

景
地
の
中
か
ら
、
５
箇
所
を
選
定
し
指
定
す
る

も
の
で
す
。 

　

そ
の
一
つ
「
走
リ
水
ノ
瀧
」
は
坂
本
町
深
水

台
の
中
流
を
流
れ
る
一
級
河
川
球
磨
川
水
系
走

水
川
に
懸
か
る
滝
で
、
県
下
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
瀑ば

く
ふ布
で
あ
り
比
高
約
１
０
０
ｍ
、
滝
口
か

ら
滝
壺
ま
で
の
長
さ
も
約
１
０
０
ｍ
、
滝
口
の

幅
約
３
ｍ
、
滝
壺
の
幅
約
10
ｍ
で
す
。

　

別
名
深
水
滝
と
呼
ば
れ
、
滝
の
西
側
に
あ
る

板
の
平
集
落
か
ら
滝
を
眺
望
す
る
と
白
く
見
え

た
こ
と
か
ら
「
白
滝
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
21
年
の
水
害
で
展
望
所
か
ら
向
か
っ
て

右
側
が
滝
壺
に
崩
落
し
た
た
め
、
今
で
は
昔
と

違
っ
た
趣
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
元
の
深
水
地
域
振
興
会
が
維
持

し
て
き
た
滝
が
国
の
宝
と
な
り
ま
す
。 

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
は
定
か
で
な
い
が
、
滝
の

付
近
に
大
蛇
が
住
み
着
き
荘
厳
な
滝
の
守
り
神

と
し
て
人
々
を
寄
せ
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
あ
る
年
の
大
雨
で
川
が
氾
濫
し
、

滝
の
守
り
神
で
あ
っ
た
大
蛇
が
居
な
く
な
っ
た

そ
う
で
、
そ
の
年
に
蛇
籠
港
で
大
蛇
の
死
体
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
深
水
地
域
振
興
会
　
橋
口
徳と

く
い
つ逸

　
会
長

球
磨
川西部大橋

深水橋
段駅八

代
市
街
方
面

坂
本
・
人
吉
方
面

←

→

国道２１９号

至
：
板
の
平
集
落

深
水
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
旧
深
水
小
学
校
）

●

遊歩道 展望所

走リ水ノ瀧

●
★

林道

県
道

国道入口～遊歩道　約 9.4㎞
　国道入口～深水社会教育
　センター（約 4.6㎞）～
　林道入口（約 1.2㎞）～
　遊歩道入口（約 3.6㎞）
遊歩道　185ｍ

※駐車場はないが、道路脇に
　数台駐車可。遊歩道入口の
　少し先でＵターン可。

案内図

　
滝
の
守
り
神
　
大
蛇
伝
説

地
域
の
宝 

こ
れ
ま
で
も 

こ
れ
か
ら
も

▶
電
柱
廃
材
な
ど
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た

展
望
所
（
平
成
19
年
完
成
）

▲ 185 ｍの遊歩道　　▲林道から展望所への入口（平成 18 年完成）

国道入口
↑

（川口バス停）

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
以
前
か
ら
滝
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
近

く
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
を
平
成
18
年
に
地
域
で
知
恵
と
力
を
出

し
合
い
、
遊
歩
道
整
備
を
計
画
。
地
権
者
の
交

渉
か
ら
資
機
材
の
調
達
、
機
械
を
使
っ
た
掘
削

整
備
、
防
護
柵
の
設
置
ま
で
を
自
分
た
ち
で
行

い
、
翌
年
に
は
現
在
の
展
望
所
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
完
成
を
機
に
地
域
で
は
、
深
水
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
か
ら
展
望
所
ま
で
を
往
復
す
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。近
年
は
１
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、

地
域
外
か
ら
の
参
加
が
６
割
を
超
え
る
人
気
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
遊
歩
道
の
管
理
は
地
域
振
興
会
の
環

境
開
発
部
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
に
呼
び
掛

け
、
年
２
回
の
清
掃
と
補
修
な
ど
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
滝
周
辺
の
再
整
備
計
画
に
着
手

し
て
お
り
、
ま
ず
は
遊
歩
道
周
辺
に
山
桜
や
も

み
じ
な
ど
約
50
本
を
植
え
付
け
る
予
定
で
、
す

で
に
支
障
木
な
ど
の
伐
採
を
終
え
て
い
ま
す
。

ま
た
展
望
所
か
ら
滝
壺
付
近
ま
で
の
遊
歩
道
を

き
れ
い
に
整
備
す
る
構
想
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
指
定
を
機
に
新
た
な
事
業
を
考
え
、

地
域
内
外
の
理
解
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
他
地

域
の
資
源
と
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
や
町
全
体

が
活
気
づ
け
ば
と
思
い
ま
す
。
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●
■
高
専
ロ
ボ
コ
ン
と
は

　

ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等
専
門
学
校

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
高
専
ロ
ボ
コ
ン
）

は
、
全
国
高
等
専
門
学
校
連
合
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
主
催
の

全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
。
全
国
の
高
専
生

が
、
毎
年
異
な
る
競
技
課
題
に
対
し
、
ア

イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

し
、
そ
の
成
果
を
競
う
も
の
で
、
27
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。「
高
等
専
門
学
校
生
の

甲
子
園
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
の
高

等
専
門
学
校
57
校
62
キ
ャ
ン
パ
ス
の
高
専

生
が
参
加
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
２
チ
ー
ム
計

１
２
４
チ
ー
ム
が
、
全
国
８
地
区
で
の
地

区
大
会
に
出
場
し
、
そ
こ
で
選
抜
さ
れ
た

25
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

■
競
技
課
題
は
「
出
前
迅
速
」

　

第
27
回
の
競
技
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
、

そ
ば
の
「
出
前
」
で
す
。

　

赤
と
青
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
し

ま
す
。
縦
12
・
６
ｍ
×
横
10
ｍ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
戦
う
の
は
各
チ
ー
ム
の
出
前
・
受

取
ロ
ボ
ッ
ト
と
３
人
の
高
専
生（
注
文
人
・

店
主
・
操
縦
者
）
で
す
。
出
前
ロ
ボ
ッ
ト

■
ロ
ボ
ッ
ト
　
本ま

じ気
の
宅
配
便

　
出
前
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
殊
車
輪
を
用
い
た
滑
ら
か
で

素
早
い
動
き
、
角
材
ゾ
ー
ン
で
の
エ
ア
シ
リ
ン
ダ
ー

を
用
い
た
ホ
イ
ー
ル
の
昇
降
、
多
重
の
安
定
化
装
置

に
よ
る
安
定
し
た
蒸
籠
制
御
と
受
取
ロ
ボ
ッ
ト
の
確

実
な
蒸
籠
受
け
取
り
が
特
徴
で
、
ル
ー
ル
上
の
最
重

量
級
で
あ
る
25
㎏
弱
で
ハ
イ
テ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
マ
シ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロボットのここがすごい
■ 特殊な車輪　メカナムホイール
　通常の車輪だと進行方向を変えるには車輪に舵角をつける必
要があり、ある程度の旋回半径を要します。
　しかし、メカナムホイールという特殊車輪を用いると、舵角
をつけなくても旋回が可能であり、その場旋回や横移動、斜め
移動などの全方向移動ができます。
　メカナムホイールは、全車輪にモー
ターを取り付けて回転方向や回転数を
制御する必要があるため、高度な制御
技術が求められます。回転方向でモー
ターの出力に差が出ると上手く動作し
ないため両回転方向で出力が変動しな
い特注品のモーターを使用しています。
■ 12 輪駆動の足まわり
　通常時は４輪駆動ですが、角材を乗り越えるときはエアシリ
ンダーで４輪を引き上げて、上列の８輪を駆動します。このメ
カナムホイールの 12 輪駆動システムで段差を確実に乗り越え
ていきます。また出力は約 300 Ｗと高く快速を誇ります。こ
の駆動系が制限時間内に２回の配達を実現する鍵でした。
■ 部品製作への３Ｄプリンター投入
　メカナムホイール本体や足まわりを昇降させるリンク機構の
取り付け部品に３ＤプリンターによるＡＢＳ樹脂製一体成型部
品を採用して、部品点数を削減するとともに軽量化や剛性向上
を実現しました。

■
全
国
制
覇
へ
の
道

　

九
州
沖
縄
地
区
大
会
優
勝
に
よ
る
全
国
大
会
出
場

の
た
め
シ
ー
ド
校
と
な
り
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
永
悠
介
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は

抽
選
で
選
手
宣
誓
が
当
た
る
お
ま
け
つ
き
で
し
た
。

２
回
戦
　
対　

和
歌
山
高
専　

48
対
44

３
回
戦　

対　

小
山
高
専
（
栃
木
県
）　

24
対
０

準
決
勝
　
対　

大
島
商
船
高
専（
山
口
県
）　

40
対
０

決
　
勝
　
対　

旭
川
高
専
（
北
海
道
）　

44
対
12

　
英
知
を
結
集
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
と
熟
練
し
た
制
御
技
術
を
競
う
高
専

ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
４
全
国
大
会
が
平
成
26
年
11
月
23
日
、
東
京
の
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
、
熊
本
高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
チ
ー
ム
が

悲
願
の
初
優
勝
と
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
受
賞
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

祝   高専八代  ロボコン日本一

　

決
勝
の
旭
川
高
専
は
、
平
成
５
年
の
第
６
回
大
会

決
勝
戦
で
当
時
の
八
代
高
専
（
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
」）
が
敗
れ
て
準
優
勝
と
な
っ
た
因
縁
の
相
手
。

旭
川
の
ロ
ボ
ッ
ト
「
ベ
ル
ー
ガ
」
は
、
速
度
重
視
で

上
列
に
長
い
ク
ロ
ー
ラ
ー
（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
）
を
装
備

し
て
い
る
強
敵
で
す
。

　

試
合
開
始
直
後
、
八
代
は
性
能
限
界
の
24
枚
を
宣

言
し
安
定
し
た
走
行
で
出
前
成
功
。
旭
川
は
12
枚
を

宣
言
し
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
１
回
目
の
出
前

を
終
え
ま
し
た
。
旭
川
は
２
回
目
で
13
枚
を
宣
言
し

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
き
ま
す
が
１
回
目
の
ト
ラ

ブ
ル
が
ひ
び
き
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
八
代
は
試
合
時
間

終
了
直
前
に
２
回
目
の
20
枚
も
成
功
し
、
44
対
12
で

み
ご
と
全
国
大
会
初
優
勝
を
な
し
遂
げ
ま
し
た
。

▲１回目のトライ。出前ロボットが蒸籠24枚を
　奥の受取ロボットのもとへ（決勝戦）

は
お
盆
に
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
そ
ば
の
蒸せ

い
ろ籠

を
、

３
つ
の
障
害
物
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
角
材
・
傾
斜
）
を

乗
り
越
え
て
運
び
ま
す
。
出
前
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
前
先

ま
で
運
ん
で
き
た
蒸
籠
を
、
受
取
ロ
ボ
ッ
ト
が
机
の

上
に
積
み
上
げ
て
得
点
に
な
り
ま
す
。
競
技
時
間
３

分
間
で
、
少
し
で
も
多
く
の
蒸
籠
を
出
前
し
た
チ
ー

ム
が
勝
利
。
足
場
の
悪
い
条
件
下
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

い
か
に
蒸
籠
を
崩
す
こ
と
な
く
運
び
き
れ
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

▲メカナムホイール
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■
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
水
永
悠
介
さ
ん
）

全
国
大
会
初
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
24
年
の
第
25
回
大
会
「
ベ
ス
ト
・
ペ
ッ
ト
」

で
全
国
大
会
決
勝
に
進
出
し
、一
関
高
専
（
岩
手
県
）

に
大
会
史
上
に
残
る
僅
差
で
破
れ
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
の
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍモ

ー

ス

タ

ー

Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
」
の

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
た
め
、
悔
し
い
経
験

が
今
回
の
優
勝
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

八
代
は
２
度
の
準
優
勝
経
験
を
持
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
悲
願
達
成
で
す
。
努
力
し

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年
生
の
時
か
ら
ロ
ボ
コ

ン
に
挑
戦
し
続
け
て
、
こ
れ
で
自
分
に
自
信
が
つ
き

ま
し
た
。
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

苦
労
し
た
こ
と
は

　

地
区
大
会
前
と
全
国
大
会
前
に
合
わ
せ
て
７
０
０

回
以
上
の
練
習
を
繰
り
返
し
、
操
縦
者
の
習
熟
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
に
努
め
ま
し
た
。
実

は
地
区
大
会
時
点
で
は
、
本
気
の
宅
配
便
の
積
載
能

力
は
蒸
籠
16
枚
が
限
界
で
し
た
。
そ
こ
へ
強
豪
校
の

和
歌
山
高
専
が
22
枚
を
成
功
さ
せ
て
い
る
と
の
情
報

が
入
り
、
急
き
ょ
積
載
能
力
を
24
枚
ま
で
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
腕
の
自
然
振

メ
ン
バ
ー
紹
介
（
敬
称
略
）

写
真
前
列
左
か
ら

①
土ひ

じ
く
ろ黒
聖ま

さ
と斗 

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科
（
以
下

機
械
科
と
略
）
３
年
・
出
前
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
者　

②
松
下
祐
太 
機
械
科
４
年　

③
水
永
悠
介 

機
械
科

５
年
・
蒸
籠
を
積
む
店
主
で
全
体
統
括
を
行
う
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー　

④
田
中
圭
一 
機
械
科
２
年
・
注
文

人
と
し
て
受
取
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦

り
子
の
円
弧
半
径
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
厚
板
を
何
十
枚
も
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
で
打
ち
抜
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
勝
因
は

　

多
数
の
蒸
籠
を
運
ぶ
こ
と
と
速
度
性
能
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
各
メ
ン

バ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
の
や
る
べ
き
仕
事
を
期
限
ま
で
に

仕
上
げ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

　

ア
イ
デ
ア
・
技
術
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
最
も

優
れ
て
い
る
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
賞
で
あ
る
「
ロ
ボ

コ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
。
優
勝
よ
り
も
上
位

の
一
番
獲
り
た
か
っ
た
賞
で
す
。
過
去
に
優
勝
と
の

ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
た
の
は
２
例
だ
け
で
し
た
か

ら
、
３
例
目
と
な
れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
す
。

八
代
市
民
に
一
言

　

地
元
の
声
援
は
本
当
に
力
に
な
り
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
全
国
優
勝
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
こ
れ

か
ら
熊
本
高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
を
受
験
す
る
生
徒

た
ち
へ
「
ロ
ボ
コ
ニ
ス
ト
に
な
り
ま
し
ょ
う
」。

　

最
後
に
１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
に
や
つ
し
ろ
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
八
代
こ
ど

も
科
学
フ
ェ
ア
」
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

演
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

写
真
後
列
左
か
ら

①
野
田
晃
司 

機
械
科
３
年　

②
田
川
祐ゆ

う
だ
い大 

機
械
科

２
年　

③
満
﨑
雄ゆ

う
だ
い大 

機
械
科
２
年　

④
近
田
一か

ず
し
げ成 

建
築
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
３
年　

⑤
澤
田
和か

ず
き輝 

機
械
科
３
年　

⑥
杉
田
雅ま

さ
き季 

機
械
科
１
年　

⑦
湯

野
友と

も
き貴 

機
械
科
１
年　

⑧
竹た

け
つ津

泰た
い
が我 

機
械
科
１
年

　

⑨
山
下
徹

と
お
る 

機
械
科
准
教
授
・
熊
本
高
専
八
代

キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
チ
ー
ム
の
顧
問
で
指
導
教
員

手前は本気の宅配便・出前ロボット
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く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想  

４
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
と
は

　｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

と
は
、
食
（
フ
ー
ド
）
関
連
産
業
の
集
積
地
と
い
う
意
味
で
す
。
シ
リ
コ
ン
を
主
原
料

と
す
る
半
導
体
メ
ー
カ
ー
な
ど
先
端
技
術
産
業
が
多
数
集
ま
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
由
来
し
て
い
ま
す
（
バ
レ
ー
は
渓
谷
）。
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ
ン
市
周
辺
の
食
品

関
連
産
業
の
集
積
地
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
国
内
で
は
静
岡
県
富
士
宮
市
や
北
海
道
帯

広
市
、
栃
木
県
な
ど
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー｣

の
形
成
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
南
地
域
は
農
林
水
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
豊
富
な
農
林
水
産
物
な
ど
を
活
か
し
た
食
品
関
連
産
業

の
振
興
が
地
域
の
活
性
化
に
は
不
可
欠
で
す
。
県
内
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
姿

や
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
が｢

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想｣

で
す
。

くまもと県南
フードバレー構想

（方向性・目標）

人吉・球磨地域水俣・芦北地域

■企業
　・施設の新設や増設
　・関連企業の集積

■研究会・グループ
　・食材の研究や商品開発
　・関連研究会との連携

■高校生
　・商品開発
　・商品の PR

■個人・農家
　・高付加価値化の促進
　・販路拡大

八 代 市

連携・協力

特  

集
くまもと県南

フードバレー構想
　熊本県の重要課題の1つとなっている県南地域の活性化。その起爆剤として ｢食｣ 産業の
集積などを目指す ｢くまもと県南フードバレー構想｣ が平成 25年 3月に策定されました。
現在、八代地域では食関連企業の施設の新・増設や研究会・グループ・高校生などによる商
品開発など ｢フードバレー構想｣ の実現に向けた取り組みが進んでいます。

フードバレー推進課　☎３３－８７８０



  9 Yatsushiro 2015. 1

　　

く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想  

４
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　
次
の
４
つ
の
方
向
性
を
柱
と
し
て
、
県
南
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
施
設
の
導
入
や
商

　
品
開
発
を
支
援
す
る
。

・
農
林
水
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
輸
出
に
対
す
る 

　
相
談
・
助
言
体
制
を
充
実
す
る
。

・
ア
ジ
ア
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
開
発
や

　
現
地
商
談
会
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

・
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
拡
大
へ
の
取
り
組
み

　
を
行
う
。

・
食
関
連
の
展
示
会
な
ど
へ
の
出
店
や
百
貨
店
で

　
の
熊
本
フ
ェ
ア
開
催
な
ど
に
よ
り
、
販
路
拡
大

　
に
つ
な
げ
る
。

・
農
林
水
産
業
者
に
対
し
６
次
産
業
化
の
技
術
習

　
得
の
支
援
な
ど
を
行
う
。

・
研
究
機
関
や
農
業
関
係
高
校
な
ど
と
連
携
し
て

　
将
来
の
食
関
連
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

・
生
産
者
や
商
工
業
者
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど

　
で
構
成
す
る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
」

　
内
で
情
報
を
共
有
化
し
、
交
流
会
を
開
催
す
る

　
な
ど
し
て
情
報
交
換
を
活
発
に
行
う
。

・
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
の
会
員
同
士
で
立

　
ち
上
げ
た
研
究
会
を
支
援
し
、
新
商
品
開
発
な

　
ど
に
つ
な
げ
る
。

・
県
南
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
食
の
安
全
・

　
安
心
に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
な
ど
、

　
地
域
内
生
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
。

・
企
業
な
ど
の
農
業
参
入
や
加
工
施
設
な
ど
の
設

　
置
を
進
め
る
。

・
食
関
連
企
業
や
研
究
開
発
部
門
の
誘
致
を
進
め
る
。

・
生
産
者
や
企
業
、
販
売
店
な
ど
の
間
で
ビ
ジ
ネ

　
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
商
品
開
発
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
う
。

・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
農
産
物
の
試
験
研

　
究
や
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ

　
る
食
品
加
工
の
研
究
開
発
を
進
め
る
。

・
農
林
水
産
分
野
へ
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
、
生

　
産
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

・
生
産
拡
大
や
安
定
生
産
に
対
す
る
支
援
と
集
出

　
荷
体
制
の
再
編
・
強
化
を
図
る
。

　

く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
は
、
次
の

４
つ
の
方
向
性
を
柱
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
に
よ
る

地
域
内
生
産
物
な
ど
の
高
付
加
価
値
化

地
域
内
生
産
物
な
ど
を
活
か
す 

企
業・

研
究
開
発
機
能
な
ど
の
集
積

ア
ジ
ア
と
の
貿
易
拡
大

首
都
圏
な
ど
へ
の
販
路
拡
大

人
材
育
成
の
強
化

推
進
体
制
の
構
築

１２

３４

八代市の４つの柱
フードバレーやつしろ基本戦略構想

フードバレーやつしろ
の地域ブランドづくり

八代の個性と魅力を
発揮できる食の拠点
づくり

八代がアジア・全国と
つながっていることが
実感できる販路づくり

フードバレーやつしろ
を実践する体制づくり

★農商工連携・６次産業化によ
   る新商品開発

★地理的優位性を活かした物流
　拠点の形成

★八代港の機能拡充

★地域連携による販路拡大推進

★市独自の販路拡大

★庁内推進体制の構築

★関係協議会との連携

★農林水産業の生産基盤強化と
　地域内特産物の育成による高
　付加価値化

★研究機関や食関連企業などの
　集積促進

★研究機関と連携した体制づくり

★大学など高等教育機関との連携
　による共同研究・開発実施

★フードバレーやつしろのイメ
　ージ戦略

★生産者と消費者の交流促進

★総合的な商品開発プロモー　
　ションチームの組織化

★健康と環境を地域イメージ創
　出に活用

★研究開発・人材育成施設の確
　保

★特産品などを「食と健康」の
　キーワードでアピール

★食品関連産業企業などの誘致
　と雇用確保

★地産地消を基本とした食育・
　健康増進活動の実施

123

4

（平成26年 3月策定）
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ニ
ッ
コ
ー 企

　
　
業

取り組み1
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
お
け
る
「
食
」
関
連
産
業
の
振

興
や
物
流
拠
点
の
形
成
な
ど
に
向
け
、
企
業
に
よ
る
工
場
・
施
設
の
新
設

や
増
設
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ニ
ッ
コ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ

ん
な
企
業
が
、く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド

バ
レ
ー
構
想
と
い
う
１
つ
の
方
向
に

向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
で
こ
だ
わ
り
の
食
材

今
後
の
取
り
組
み

　
神
奈
川
県
大
和
市
に
本
社
を
置
き
冷
凍
食
品
の
製

造
を
行
っ
て
い
る
ニ
ッ
コ
ー
。
平
成
26
年
１
月
、
二

見
本
町
の
３
号
線
沿
い
に
総
床
面
積
約
５
３
０
㎡
の

八
代
工
場
を
新
設
し
、
同
年
４
月
に
操
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
一
緒
で
心
強
か
っ
た
で

す
。
加
工
品
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
先
に

進
む
た
め
に
は
、
補
助
金
申
請
な
ど
の

事
務
作
業
や
販
路
開
拓
な
ど
、
生
産
者

の
私
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
の
力
を
借
り

る
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

「
マ
キ
シ
ト
」
を
使
っ
た
お
酒
が
ど
こ

の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う

に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

事業所新設に関する協定を締結し、握手を交
わす左から小野泰輔副知事、上組の牧田秀男
代表取締役専務、永原辰秋副市長

平成26年4月に操業を開始したニッコー八代工場

既存の施設に増設された約4,500㎡の新物流
センター

　
平
成
26
年
４
月
30
日
、
物
流
と
食
品
の
製
造
加
工

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
エ
ー
ブ
ル
が
、
県
・
市

と
「
八
代
外
港
工
業
用
地
内
で
の
物
流
セ
ン
タ
ー
増

設
に
関
す
る
立
地
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
同
年
12
月
に
完
成
し
、
約
１
０
０
人
の
新
規

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
17
日
、
物
流
・
保
管
・
輸
送
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
上
組
が
、
県
・
市

と
「
八
代
外
港
工
業
用
地
内
で
の
物
流
セ
ン
タ
ー
新

設
に
関
す
る
立
地
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
も

な
く
着
工
の
予
定
で
、
完
成
後
は
30
人
の
新
規
雇
用

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

エーブル上
か み

　組
新港町３丁目９番８号
37-0391　 

新港町３丁目2 番12 号
37-3565　 

二見本町681-2
38-9770　 

　
会
長
の
山
﨑
貞
雄
会
長
は
、
二
見
本
町
の
出

身
。
い
つ
も
抱
い
て
い
た
「
故
郷
に
恩
返
し
を

し
た
い
」と
い
う
想
い
と
、く
ま
も
と
県
南
フ
ー

ド
バ
レ
ー
構
想
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
契
機

に
本
市
へ
工
場
新
設
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麺
な
ど
の
麺
類
や
弁
当

用
の
惣
菜
カ
ッ
プ
の
冷
凍
食
品
を
生
産
し
、
生

協
や
宅
食
業
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
業
者

な
ど
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　　
ニ
ッ
コ
ー
で
は
「
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て

食
べ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
食
品
作
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
地
産
地
消
を
掲
げ
、
無
農
薬
・
減ニッコー

山﨑 貞雄  会長

農
薬
栽
培
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
加
工
食
品

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
八
代
工
場
で
も
、
市

内
の
指
定
し
た
八
百
屋
か
ら
野
菜
を
仕
入
れ

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
地
元
の
食
材
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　　
操
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
工
場
が
軌
道
に

乗
っ
た
後
は
、
生
産
者
で
あ
る
地
元
農
家
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
直
接
提
携
し
て
食

材
を
仕
入
れ
る
こ
と
や
、
共
同
商
品
開
発
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
八
代
工
場
新
設
で
分
か
っ
た
物

流
面
の
弱
さ
を
、
物
流
事
業
を
行
う
企
業
な

ど
と
連
携
を
深
め
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
者
と
企
業
や
企
業
同

士
の
パ
イ
プ
が
で
き
、「
食
」
関
連
産
業
の

さ
ら
な
る
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

 Intervew

　くまもと県南フードバレー構
想は、県全体で打ち出している
ので関心が高まりやすく、とて
も素晴らしい取り組みだと思い
ます。
　私たちは、事業を通して地域
の特産物や暮らしやすさを都市
部に伝え、若者が地方に流れる
一助を担いたいと思っていま
す。そのためにはやはり、フー
ドバレー構想が必要。自慢でき
る地元のものをみんな一緒に
なって増やしていければと思っ
ています。
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晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト
研
究
会

グ
ル
ー
プ
・
研
究
会

取り組み2
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど

も
動
き
出
し
ま
し
た
。
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
内
で

は
、
生
産
者
や
製
造
業
、
飲
食
業
な
ど
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
活
動
し
、
商

品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
研
究
会
自
体
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
完
成
に
伴

い
、活
動
を
終
了
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

こ
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、晩
白
柚
ペ
ー
ス

ト
の
個
人
向
け
製
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を

考
案
す
る
な
ど
し
て
晩
白
柚
の
全
国
展
開

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

手
探
り
の
取
り
組
み
に
苦
悩

感
じ
る
手
応
え

10 月末に完成し、業者向
けに販売を開始した晩白
柚ペースト「マキシト」

活発な意見が交わされた
会議の様子

デザート工房
オ レ ン ジ 会 代表

メルシャン八代工場
和酒営業部課長代理（当時）

溝口 佐
さ

富
と み

 さん
岡田 行

ゆ き

枝
え

 さん
（現在、キリンビールマーケティング
熊本支社に所属）

　
晩
白
柚
の
魅
力
発
信
と
認
知
度
を
高
め
る
た

め
、
ペ
ー
ス
ト
を
使
っ
た
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

開
発
や
新
た
な
提
案
、
販
路
拡
大
を
図
る
「
晩

白
柚
ペ
ー
ス
ト
研
究
会
」
を
、
く
ま
も
と
県
南

フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
協
議
会
に
参
加
す
る
市
内

の
団
体
や
企
業
で
集
結
、
平
成
25
年
12
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で
、
所
属
は

晩
白
柚
生
産
者
に
よ
る
加
工
グ
ル
ー
プ
「
デ

ザ
ー
ト
工
房 

オ
レ
ン
ジ
会
」、
包
材
業
者
「
藤

井
包
材
」、
酒
造
メ
ー
カ
ー
「
メ
ル
シ
ャ
ン
」、

八
代
商
工
会
議
所
と
異
業
種
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
も
の
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ

て
月
１
回
程
度
会
議
を
開
催
。
業
者
向
け
の
製

品
を
作
る
こ
と
に
決
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
容
量

や
形
、
使
い
や
す
さ
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。「
裏
面
に
は
使
用
方
法
や
成
分
を
表
示

し
た
ら
ど
う
か
」と
の
声
が
出
る
と
、酒
造
メ
ー

カ
ー
が
ペ
ー
ス
ト
を
使
用
し
た
お
酒
の
作
り
方

を
提
供
す
る
な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換
、
提
案

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
販
路
拡
大
に
向
け
て
福
岡
市
内
の
レ

   

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
に
と
ま
ど
う
こ
と
も

多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
第
一
印
象
と
な
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が
な
か
な
か
決
ま
ら

ず
、
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
こ
と
も
。
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
周
囲
に
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
、
十
分
な
時
間
を
か
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
10
月
末
、
１
パ
ッ
ク

７
２
０
ｇ
の
商
品
「
晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト
　
マ
キ

シ
ト
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
自
ら
の
商
談
や
県
が
行
う
店
舗
・
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
晩
白
柚
ペ
ー
ス
ト

の
発
注
件
数
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

販
売
先
は
、
市
内
物
産
館
の
み
の
１
件
か
ら
約

70
件
、
ペ
ー
ス
ト
の
年
間
生
産
量
は
３
０
０
㎏

か
ら
３
ｔ
と
10
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て

完
成
し
た
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
売
り
込
む
こ

と
で
、さ
ら
な
る
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
ラ
ン
や
大
阪

の
百
貨
店
な
ど
へ

商
談
に
出
か
け
、

ペ
ー
ス
ト
を
使
用

し
た
飲
み
物
を
試

飲
し
て
も
ら
う
な

ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
精

力
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
一
緒
で
心
強
か
っ
た
で
す
。
加

工
品
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
先
に
進
む
た
め
に

は
、
補
助
金
申
請
な
ど
の
事
務
作
業
や
販
路

開
拓
な
ど
、
生
産
者
の
私
た
ち
に
は
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
の

力
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。「
マ
キ
シ
ト
」
を
使
っ
た
お
酒
が
ど
こ

の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
な

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
い
ろ
ん
な
専
門
分
野
の
人
が
集
ま
っ
て
、

も
の
を
作
る
こ
と
は
初
め
て
で
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
は
素
材
に

対
す
る
想
い
を
聞
い
た
り
、
こ
ち
ら
か
ら
は

売
る
こ
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
た
り
す
る

な
ど
、
み
ん
な
で
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

で
き
た
製
品
は
自
信
作
で
す
。

Voice   ～メンバーの声～

酒造
メーカー 生産者

包材業者
八代
商工会議所

磨き上げられた完成度の
高い商品ができる

＜イメージ＞
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平
成
26
年
5
月
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
な
ど
が

若
者
の
感
覚
や
知
識
、
地
元
食
材
を
生
か
し

た
商
品
の
開
発
を
で
き
な
い
か
と
八
代
農
業

高
校
に
依
頼
。
同
校
の
食
品
研
究
部
が
、
八

代
地
域
は
県
内
の
餅
米
生
産
量
の
4
割
を
占

め
て
い
る
こ
と
や
餅
米
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

が
な
い
こ
と
に
着
目
し
、製
菓
店
ボ
ン
ブ
（
木

下
善よ

し
ひ
ろ裕
オ
ー
ナ
ー
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
共

同
開
発
し
た
の
が｢

全
力
青
春
『
も
ち
ベ
ー

シ
ョ
ン
』｣

で
す
。

　｢

も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

は
餅
の
食
感
を
生
か

し
た
ク
リ
ー
ム
が
特
徴
。プ
リ
ン
に
餅
ク
リ
ー

ム
と
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し
た
八
代
特
産
の
晩
白

柚
ジ
ュ
レ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
仕
上
げ
ま
し

た
。
試
作
品
で
は
、
餅
米
粉
の
粒
が
大
き
く
、

食
べ
た
際
に
ザ
ラ
ザ
ラ
感
が
喉
に
残
り
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
協
力
の
下
、
餅
米

粉
の
粒
を
さ
ら
に
小
さ
く
し
問
題
を
解
決
。

他
に
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
若
者
ら
し
い
発
想

に
よ
り
壁
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
商
品
開
発
後
は
、み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
夢
ま
ち
ラ
ン
ド
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
創

業
祭
な
ど
で
販
売
。
事
前
に
用
意
し
た｢
も

ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

す
る
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り
で
し
た
。

　
現
在
、Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
緑
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

北
部
店
や
ボ
ン
ブ
、ボ
ン
ブ
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
食

材
と
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
晩

白
柚
ジ
ュ
レ
の
み
な
ら
ず
、
季
節
の
フ
ル
ー

ツ
を
使
い
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
予
定
で
す
。

も
ち
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

　
八
代
農
業
高
校
の
食
品
科
学
科
の
生
徒
や
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
、

製
菓
店
ボ
ン
ブ
が
共
同
で
八
代
産
の｢

餅
米
粉｣

を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ｢

全
力

青
春
『
も
ち
べ
ー
シ
ョ
ン
』｣

を
開
発
し
、
10
月
24
日
、
市
役
所
で
Ｐ
Ｒ
試
食
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
そ
の
開
発
過
程
や
商
品
開
発
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

｢

も
ち
べ
ー
シ
ョ
ン｣
誕
生

製菓店ボンブで試作する生徒たち木下オーナー（右奥）がアドバイス

PR試食会を行った関係者ら

PRを行った食品研究部の生徒たち
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八
代

農
業
高
校

食品研究部

黒
木
　
智
美 

さ
ん

稗
村
　
茉
奈 

さ
ん

Ｋ
ｕ
ｒ
ｏ
ｋ
ｉ　

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｍ
ｉ

Ｈ
ｉ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ　

Ｍ
ａ
ｎ
ａ

｢

商
品
開
発
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た｣

■ Profile
食品研究部に所属
する黒木さんと稗
村さん。｢もちベー
ション｣ の開発に
携わった中心メン
バー。将来は、商
品開発の経験を生
かした仕事をした
いと考えている。

1

2

34

1.夢まちランドで販売
2.販売する度に長蛇の列ができました
3.PR試食会では、中村市長と藤本氷川町長
　も満面の笑み
4.みなと八代フェスティバルでは JA やつ
　しろのブースで販売

今
ま
で
に
な
い

新
食
感
ス
イ
ー
ツ
が
完
成

ボンブアニバーサリー

木下 善
よ し ひ ろ

裕　オーナー

　
餅
を
ソ
ー
ス
に
す
る
と
い
う
発
想
は

今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。｢

全
力
青

春
『
も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン
』｣

は
新
し
い
発

想
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
で
す
。

　
お
菓
子
作
り
に
は
数
式
の
よ
う
に
法

則
が
あ
る
た
め
、
レ
シ
ピ
は
限
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
高
校
生
た
ち
は
違
う
角

度
か
ら
の
案
を
出
し
、
商
品
と
し
て
出

せ
る
だ
け
の
形
に
し
て
き
た
た
め
、
そ

ん
な
や
り
方
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
高
校
生
ら
し
い
考
え
方
に
私
自
身
も

学
ぶ
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回｢

も
ち
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

を
共
同

開
発
し
た
八
代
農
業
高
校
食
品
研
究
部

の
皆
さ
ん
に
は
、
衛
生
面
を
厳
し
く
指

導
し
ま
し
た
。
商
品
を
作
っ
て
か
ら
お

客
様
の
口
に
入
る
ま
で
の
時
間
な
ど
も

考
慮
し
て
作
る
こ
と
や
、
単
に
作
っ
て

も
仕
事
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
学
ん

で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
今
後
も
研
究
に
励
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

特集　くまもと県南フードバレー構想

　企画当初は、プリンの部分に餅米の杏
仁豆腐を作る予定でしたが ｢餅米は強す
ぎて重い｣ ｢女性・高齢者には食べにく
いのでは｣ との意見から、餅米をソース
として開発することに決定しました。し
かし、アイデアがなかなか出ず苦戦。固
さや味、日持ちはどうするかなど、課題
もたくさんありました。共同開発を行っ
た木下オーナーに相談し、改良を重ねる
ことで、少しずつ現在の ｢もちベーショ
ン｣ に近づけることができました。
　イベントでの販売では 15 分足らずで
完売し、うれしかったです。また、お客
様から ｢美味しかった｣ との言葉をいた
だいた時は、商品開発に携わることがで
きて本当によかったと実感しました。
　今回の商品開発では、さまざまな人た
ちに食べてもらうため、衛生面でもたく
さんのことを学びました。また、長期的
な企画の大変さや難しさも学びました。
今回の商品開発は貴重な経験であり、こ
れからの人生の糧になると実感しまし
た。今後も地元の食材を活用した商品開
発に取り組みたいです。
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八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
守
　
　
衛

職
種
・
任
用
予
定
数　

守
衛　

１
人
程
度

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日　

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
２
月
１
日
㈰

　
　
　
　

二
次
試
験
（
面
接
試
験
）
※
一
次
試
験
合

　
　
　
　
　

格
者
の
み　

２
月
22
日
㈰

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁

申
込
み　

１
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

に
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
市
財
政
課（
本

庁
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
・

申
込
書
は
、
市
総
合
案
内
所
、
財
政
課
、
各
支
所

総
務
振
興
課
で
１
月
６
日
㈫
か
ら
平
日
に
配
布

問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６

　
　
明
日
の
八ま
ち代
づ
く
り
講
演
会

　
～
協
働
に
よ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
を
考
え
る
～

　

地
域
住
民
の
ち
か
ら
で
よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

１
月
30
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

開
場
：
１
時

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ
ー
ル

講　

師　

嶋
田
暁あ

き
ふ
み文 

氏
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学

研
究
院
准
教
授
）　

昭
和
48
年
生
ま
れ
、
島
根
県

安
来
市
出
身
。
専
門
分
野
は
行
政
学
、
地
方
自
治

論
。
著
書
に
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
公

務
員
の
働
き
方
」（
学
芸
出
版
社
）
な
ど
多
数

入
場
料　

無
料　

ど
な
た
で
も

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

　
職
員
任
用

　
ま
ち
づ
く
り

 

昭
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

昭
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
や
が
て
２
年
に

な
り
ま
す
。
最
初
は
、
事
務
運
営
な
ど
に
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
町
内
長
区
長
会
を
始
め
と
す
る
校
区

内
の
各
団
体
の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
度
は
、
組
織
構
成
を
見
直
し
、
各
団
体

の
意
見
を
取
り
入
れ
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

協
議
会
の
主
催
事
業

　

25
年
度
か
ら
、
敬
老
会
や
校
区
民
体
育
祭
、
ど

ん
ど
や
な
ど
の
恒
例
行
事
は
協
議
会
の
主
催
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
26
年
度
は
、
文
化
祭
を
協
議
会

主
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
三
味
線
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
や
小
学
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
中
学
生
に

よ
る
日
舞
の
披
露
な
ど
初
め
て
の
参
加
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。
小
学
生
に
よ
る
生
け
花
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
展
示
も
あ
り
、
と
て
も
華
や

か
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
解

決
に
向
け
た
新
規
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
校
区
で
も
、
高
齢
化

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
よ
る
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
25
年
度
に
、
新
た
な
試
み
と
し
て
「
婚

活
事
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
男
女
約
40
人
の
参
加

が
あ
り
、
農
業
体
験
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

26
年
度
は
、
景
観
整
備
事
業
と
し
て
、
雑
草
が

生
い
茂
っ
た
約
２
㎞
に
わ
た
る
海
岸
堤
防
の
後
背

地
を
地
域
住
民
で
除
草
作
業
を
行
い
、
れ
ん
げ
草

の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
協
議
会
と
し
て
は
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
将

来
的
に
は
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
校
区
外
の
皆
さ
ん

に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
所
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
は
自
分
た
ち
で
解
決

　

組
織
を
担
う
人
材
の
確
保
や
自
主
財
源
の
確
保

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
ま

だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
協
議
会
と
し
て
知

恵
を
絞
り
、課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲平成26年のどんどや

▲文化祭での昭和小ステージ

平
成
25
年
４
月
26
日
　
設
立

昭和
  まちづくり協議会
　会長　園川　照

　
　
社
会
貢
献
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
セ
ミ
ナ
ー

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
社
会
貢
献
ビ

ジ
ネ
ス
に
従
事
す
る
地
域
団
体
や
個
人
を
対
象
に
、

安
定
的
に
継
続
で
き
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
し
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
せ

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
28
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
中
会
議
室

講　

師　

蓼
原
典
明 
氏
（
え
ふ
ネ
ッ
ト
福
岡
）

申
込
み　

１
月
13
日
㈫
ま
で
に
、
く
ま
も
と
県
民
交

流
館　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
働
セ
ン
タ
ー

　
　
八
代
市
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
旅
券
発
行
事
務
補
助
員

職
種
・
任
用
予
定
数　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発
行

事
務
補
助
員　

１
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日　

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
２
月
１
日
㈰

　
　
　
　

二
次
試
験
（
面
接
試
験
）
※
一
次
試
験
合

　
　
　
　
　
　

格
者
の
み　

２
月
22
日
㈰

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁

申
込
み　

１
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

に
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
市
市
民
課（
本↖

てらす

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
１
１
８
５
へ
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固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
に
、
会
社

や
個
人
で
事
業
を
営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構

築
物
や
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
（
償
却

資
産
）
も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
償
却
資
産
は
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産

で
、
法
人
税
や
所
得
税
で
の
所
得
の
計
算
上
、
減

価
償
却
額
や
減
価
償
却
費
が
損
金
や
必
要
経
費
と

し
て
算
入
で
き
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
は
土
地
や
家
屋
の
よ
う
に
不
動
産
登

記
簿
な
ど
で
の
把
握
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
の

所
有
の
状
況
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
そ
の
所

在
地
の
市
町
村
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
該
当
す
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
人
は
、
２

月
２
日
㈪
ま
で
に
資
産
税
課
か
各
支
所
市
民
福
祉

課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）
で
償
却
資
産
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
方
法
は
、
以
前
か
ら
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
人
に
は
、
26
年
12
月
下
旬
頃
に
申
告
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

新
規
に
事
業
を
は
じ
め
た
人
や
、
す
で
に
事
業

を
し
て
い
る
人
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。
申
告
の
方
法
な
ど
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

業　種 主な償却資産
各業種

共通のもの
パソコン、コピー機、エアコン、応接セット、ロッカー、キャビネット、テレビ、レジスター、門、
塀、外溝、看板、受変電設備、駐車場設備、舗装路面、太陽光発電設備など

小売業 陳列棚、陳列ケース、冷凍・冷蔵ストッカー、冷凍庫、冷蔵庫、自動販売機など
飲食業 テーブル、イス、厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、製氷器、カラオケ機器、ネオンサインなど

理容・美容業 理容・美容器具、パーマ器、イス、消毒殺菌機、タオル蒸器、サインポールなど
医（歯）業 各種医療機器（手術機器、Ｘ線装置、歯科診療ユニットなど）、各種検査機器、ベッドなど

製造業 金属・木製品、食料品などの製造加工機械・設備、測定・検査器具、金型など
建設業 ブルドーザー、パワーショベル、大型特殊自動車、コンクリートカッターなど

不動産貸付業 駐車場設備、舗装路面、門、塀、フェンス、緑化設備などの外溝、屋外の給排水・ガス設備など
農　業 ビニールハウス、畦畔、織機・選別機・籾摺機・乾燥機・動噴などの農業機械・器具など
漁　業 漁船、魚網、船外機、巻上機、いけす、のり乾燥機など

平
成
27
年
度  

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告

　
　
八
代
市
議
会
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
議
会
事
務
局
総
務
事
務
員

職
種
・
任
用
予
定
数　

議
会
事
務
局
総
務
事
務
員（
議

会
事
務
局
事
務
全
般
の
補
助
業
務
）　

１
人

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
が
で
き
る
人

試
験
日　

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）　

２
月
１
日
㈰

　
　
　
　

二
次
試
験
（
面
接
試
験
）　

２
月
15
日
㈰

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁

申
込
み　

１
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
に
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
議
会
事
務
局
（
本
庁
議
会
棟
２

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
・
申
込

書
は
、
市
総
合
案
内
所
、
議
会
事
務
局
、
各
支
所

総
務
振
興
課
で
平
日
に
配
布
中

問
合
せ　

議
会
事
務
局
☎
32
５
９
８
４

　
　
八
代
市
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
学
校
支
援
職
員

職
種
・
任
用
予
定
数　

①
学
校
図
書
館
指
導
員
（
図

書
の
分
類
整
理
と
貸
出
し
な
ど
の
業
務
）　

②
特

別
支
援
教
育
支
援
員
（
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

へ
の
支
援
）　

③
生
徒
指
導
員（
い
じ
め
・
不
登
校
・

問
題
行
動
な
ど
に
関
わ
る
生
徒
へ
の
支
援
）　

若

干
名

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
　
八
代
市
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
任
用
試
験

　
学
校
施
設
用
務
員
・
学
校
事
務
員

職
種
・
任
用
予
定
数　

①
学
校
施
設
用
務
員
（
学
校

の
環
境
整
備
、
学
校
運
営
全
般
の
補
助
業
務
）　

10
人
程
度　

②
学
校
事
務
員
（
学
校
事
務
全
般
の

補
助
業
務
）　

２
人
程
度

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
更
新
あ
り

受
験
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
、
学
校
事
務
員
は
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
や
表

計
算
が
で
き
る
人

試
験
日　

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）　

１
月
25
日
㈰

　
　
　
　

二
次
試
験
（
面
接
試
験
）　

２
月
15
日
㈰

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁

申
込
み　

１
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
本
庁
北
側
別
館
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
・
申
込
書
は
、
市
総
合
案
内
所
、
教
育

総
務
課
、各
支
所
総
務
振
興
課
で
平
日
に
配
布
中
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

問
合
せ　

教
育
総
務
課
☎
33
６
８
４
６

庁
１
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
・

申
込
書
は
、
市
総
合
案
内
所
、
市
民
課
で
平
日
に

配
布
中

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

人
、
生
徒
指
導
員
は
教
員
免
許
状
（
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
い
ず
れ
か
）
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
試
験
日　

２
月
７
日
㈯

試
験
会
場　

千
丁
公
民
館

申
込
み　

１
月
15
日
㈭
～
27
日
㈫
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
本
庁
北
側
別
館
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
・
申
込
書
は
、
学
校
教
育
課
で
１
月
15

日
㈭
か
ら
平
日
に
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載

問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
33
６
８
４
７



　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

　10月1日㈪ 13:30 ～ 16:30 、10月18日㈭ 9:00 ～ 12:00
　　要予約：八代保健センター☎32-7200

月

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

1月15日㈭ 　　　　　 9:30～12:00 
1月26日㈪　　　　　13:00～16:30
    要予約：八代保健センター☎32-7200

1月13・23 日  　14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

　

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

市民課・こども未来課
市民税課・国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ検査　　

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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1 市民カレンダー
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

火災・救急情報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（11月末日現在）
　火　災　　　 ３０件
　救　急　５，３５５件    

  人口と世帯

11月末日現在
人　口　 131,620 人
　男　　　61,282 人
　女　　　70,338 人
世帯数  　 54,238 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
○ お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

夜間納税窓口 17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
  ＜於： 八代保健センター＞

母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

納 税 情 報
        ● 今月の納税　  納期限　１月 31 日㈯
　　　　　　　　　国民健康保険税 １０期
　　　　　　　　 固 定 資 産 税     ４期　

   ● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

問合せ　納税課 ☎33-4109

　
納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、

                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

日 時間 病　院　名 町　名 電話番号

1
日

9:00

22:00

伊 達 整 形 外 科 医 院 日奈久塩北町 38-3700
平　成　病　院 大 村 町 32-8171
太田こどもクリニック 古閑浜町 30-8380

9:00
17:00

島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

2
日

9:00

22:00

田 渕 整 形 外 科 医 院 高下西町 32-4897
宮 村 医 院  （小児も可） 萩原町２ 32-2414
髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200

9:00

17:00

古　閑　医　院 本 町 3 32-2318
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011

3
日

9:00

22:00

土谷外科胃腸科医院 迎 町 1 34-1688
和田小児科医院 大手町 2 32-2755
しおさき内科・胃腸科クリニック 日奈久塩南町 38-1700

9:00

17:00

よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

4
日

9:00

17:00

丸　田　病　院 萩原町 1 35-3100
久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218
原内科クリニック（小児も可） 日 置 町 31-5757
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

11
日

9:00

17:00

林整形外科医院 高下西町 35-2600
ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941
桜十字八代病院 通　 町 32-7158
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

12
日

9:00

17:00

岡　村　医　院 横手新町 39-5665
大　塚　医　院 日奈久東町 38-0047
大平小児科医院 迎 町 1 31-7200
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

18
日

9:00

17:00

みやもと泌尿器科クリニック 永 碇 町 32-1600
中 村 内 科 医 院（小児も可） 花 園 町 33-8885
田渕内科クリニック 高下西町 33-6727
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
ひ か わ 医 院 氷川町 62-8139
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

25
日

9:00

17:00

織 田 胃 腸 外 科 田 中 町 33-2381
ち り ふ 内 科  （小学生以上可） 豊原中町 32-6000
古　閑　医　院 本 町 3 32-2318
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
　受診の際は、事前にテレホンサービスで確認し、　
　当番医に連絡をお願いします。

八代市医師会☎34-7001　八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

八代保健センター☎32-7200／鏡保健センター☎52-5277
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

急病のときは

ご相談ください

成人の日

元旦

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

1/12 ㈪ 成人の日のごみの収集・施設受付
● ｢燃えるごみ｣ の収集
　該当する町内は通常どおり収集します。
● ｢資源の日｣ の収集
　八代地域の該当町内は1/10㈯に振替です。
● ごみの持ち込み受付
　 市清掃センターと樹木剪定くずリサイクル施設はお休みです。
 　クリーンセンター（氷川町）は通常どおり受付を行います。

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

予防接種を受けましょう

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

■ 麻しん風しん混合（MR）

■ 水痘（水ぼうそう）

1 期・2 期の 2 回接種です。
対象：1 期　生後12月から24月に達するまで

2 期　小学校就学前の 1 年間
　　　（平成26年度はH20.4.2～H21.4.1生まれ）
※対象を過ぎると任意接種となり、費用（約12,200円）
　が自己負担となります。

10 月から定期接種となりました。
対象：生後 12 月から 36 月に達するまで
回数：3 月（標準 6 ～ 12 月）以上の間隔をお
　　　いて 2 回
特例措置：平成 26 年度に限り、生後 36 月か
　　　　　ら 60 月に達するまでの人も接種 1
　　　　　回が対象となります。
※既に水痘にかかった人は対象外です。
※1歳以降に任意接種として水痘の予防接種を受けた
　人は、接種した分を回数に含みます。
※ご不明な点は、各保健センターにお尋ねください。

≪問合せ≫ごみ対策課（清掃センター内） ☎32-4675
または各支所市民環境係／クリーンセンター ☎62-3304

休日在宅当番医

□献　血
ゆめタウン八代
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

□献　血 
イオン八代ショッピングセンター
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

□献　血 
イオン八代ショッピングセンター
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

◇7ヵ月児健診（八代保）
　 H26.5/14 ～ 5/22 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.9/3 ～ 9/15 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H26.8/24 ～ 9/2 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.8/15 ～ 8/23 生

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
    H26.8/17 ～ 9/13 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.5/13 ～ 5/24 生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
    H25.5/3 ～ 6/30 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.5/25 ～ 6/9 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.6/10 ～ 6/20 生

◆7ヵ月児健診 （鏡保） 
    H26.5/9 ～ 6/12 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇7ヵ月児健診 （八代保）
     H26.5/3 ～ 5/13生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.5/23 ～ 6/3生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.7/24 ～ 8/5 生

◇3歳児健診（八代保）
     H23.8/19 ～ 8/29 生

◆3歳児健診（鏡保）
     H23.6/26 ～ 8/3 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.8/6 ～ 8/18 生

毎月１9日は食育の日

◇2歳児歯科健診（八代保）
　 H24.9/24 ～ 10/4 生

◆2歳児歯科健診 （鏡保）
　H24.7/31 ～ 10/15 生

◇2歳児歯科健診 （八代保）
　  H24.10/5 ～ 10/16 生
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
、
認
知
症
の

　
福
祉
・
健
康

　
　
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
考
え
る

　
生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
は
、
成
人
の
８
人
に
１

人
が
発
症
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
病

気
で
、「
新
た
な
国
民
病
」
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
悪
化
に
よ
り

発
症
し
、
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
人
工
透
析
導

入
や
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

「
生
活
習
慣
病
と
腎
臓
病
の
意
外
な
関
係
」

～
あ
な
た
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
の

　
　
　
　
　
　
　

予
備
群
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
～

と　

き　

２
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時
30
分　

開
場
：
１
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
３
階
Ａ
Ｂ

会
議
室

講　

師　

井
上
武
明 

氏
（
熊
本
総
合
病
院
副
院
長
）

定　

員　

１
５
０
人　

電
話
で
申
込
み
が
必
要

　
　
無
料
「
介
護
技
術
教
室
」

　
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
約
90
分
の
介
護
教
室
を
開
催
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容　

①
１
月
22
日
㈭
午
前
９
時

30
分
・
麦
島
公
民
館
「
安
全
な
移
動
・
移
乗
に
つ

い
て
」　

②
１
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30
分
・
金
剛

公
民
館
「
清
潔
保
持
の
ケ
ア
に
つ
い
て
」

定　

員　

各
会
場
20
人
程
度

申
込
み　

ケ
ア
パ
ー
ク
☎
35
３
３
０
０

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

　■
短
期
料
理
講
座

　

手
作
り
味
料
理
講
座
「
お
も
て
な
し
料
理
」

・
さ
ば
寿
司
（
松
前
寿
司
）
…
さ
ば
き
方

・
は
ま
ぐ
り
の
吸
物
…
だ
し
の
取
り
方

・
だ
し
巻
き
た
ま
ご

と　

き　

１
月
19
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

講　

師　

寿
司
・
割
烹　

昌
六　

中
元
昌
二 

氏

費　

用　

５
０
０
円
（
別
途
材
料
費
１
０
０
０
円
）

定　

員　

20
人

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
用
の
容
器

申
込
み　

１
月
６
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

へ
来
館
（
電
話
申
込
み
不
可
）

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室 

体
験
開
放

　

中
高
年
の
皆
さ
ん
、
運
動
不
足
で
足
腰
は
弱
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
体
験
し
、
健

康
づ
く
り
の
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
男
女
不
問
で
す
。

と　

き　

１
月
７
日
㈬
～
30
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時

～
正
午

と
こ
ろ　

１
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

料　

金　

無
料
（
た
だ
し
事
務
局
で
受
付
が
必
要
）

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

　
　
特
設
人
権
相
談
所

　
　

人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
、相
談
無
料
で
す
。

と　

き

　

１
月
14
日
㈬
…
千
丁
支
所
１
階
第
１
会
議
室

　

１
月
21
日
㈬
…
八
代
市
定
住
セ
ン
タ
ー
図
書
室　

（
東
陽
町
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※三輪・四輪の軽自動車は、平成27年４月
１日以後に最初の新規検査を受けるものか
ら新税率が適用されます。平成26年度ま
でに最初の新規検査を受けたものについて
は、現行の標準税率です。

　　また、平成28年度分からは、最初の新
規検査から13年を経過した軽四輪と軽三
輪について、重課税率が導入されます。（平
成28年度は平成15年 3 月31日以前に最初
の新規検査を受けたもの）

軽自動車税の引き上げ

法人市民税の税率が変わります

　地方税法の見直しにより、平成27年度分
から軽自動車税額が引き上げられます。

　法人市民税税割の税率について、平成26
年10月１日以降に開始する事業年度から、
現行の 14.7％から 12.1％に引き下げられま
す。
問合せ　市民税課☎ 33-4107

◆軽自動車税の見直し内容
【原付、軽二輪、小型二輪など】

【三輪・四輪の軽自動車】

車種区分
標準税率

現　行 改 正 後
平成27年度から

原付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車（農耕用） 1,600 円 2,400 円
小型特殊自動車（その他） 4,700 円 5,900 円
軽二輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

車種区分

標準税率
（平成27年度から）

【重課税率】
平成 28 年度から

H27.3.31
以前に新規
検査を受け
たもの

H27.4.1 以
後に新規検
査を受けた
もの（新車）

最初の新規
検 査 か ら
13 年 を 経
過したもの

三　輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四
輪

乗
用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

入
場
料　

無
料

申
込
先　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　
　
　
　

八
代
市
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１
、
各
支
所

総
務
振
興
課
、
熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎

32
２
６
５
４

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

定　

員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
み
☎
38
３
３
７
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６
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環
　
境

　
住
　
宅

　
第
　
回 

水
と
み
ど
り
の

　
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

と　

き　

２
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

水
無
川
ほ
た
る

　

の
里
公
園
（
妙
見
町
）

　

雨
天
時
は
宮
地
小
体
育

　

館
対　

象　

市
内
の
小
学
生　

た
だ
し
、
保
護
者
（
団

体
の
場
合
は
引
率
者
）
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

１
０
０
人
程
度
（
保
護
者
・
引
率
者
含
む
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
体
験
費
・
傷
害
保
険
料
込
み
）

内　

容　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
山
の
散

策
研
修
、
枝
打
ち
間
伐
な
ど
の
見
学
研
修
、
シ
イ

タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
、
山
の
食
体
験
な
ど

申
込
み　

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
各
小
学
校
に
配
布

し
た
申
込
書
か
事
務
局
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
で
八
代
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
へ
申
込

み
。
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

〒
８
６
６
‐
８
６
０
１
松
江
城
町
１
‐

25
八
代
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
水
産
林

務
課
内
）
☎
33
４
１
１
９ 

D
　

32
８
９
４
４

番 号 土 地 面 積 価　　格 備考
2-1 361㎡（約 109 坪） 11,428,000 円 随時

10-2 453㎡（約 137 坪） 13,590,000 円 随時
11-1 181㎡（約 55 坪） 6,026,000 円 随時
19-1 767㎡（約 232 坪） 18,413,000 円 随時
21-1 207㎡（約 62 坪） 5,104,000 円 随時
23-2 317㎡（約 95 坪） 10,422,000 円 随時
74-1 476㎡（約 143 坪） 12,097,000 円 随時

■分譲期間　随時受付・随時販売
■締切日　毎週金曜日
■物件箇所　八代市古閑中町地内
■分譲区画　随時販売「７区画」
■問合せ　市区画整理課
　八千把地区土地区画整理事務所
　☎ 30-0822

●

用途区域　第２種中高層専用住宅地（建ぺい
率 60％容積率 200％）　校区　八千把小・
八代四中（松高小・八代一中も一部可 ※要
問合せ）　市営上水道下水道完備　区画道路
幅員：６～８ｍ（都市計画道路 14 ～ 22 ｍ）
　※電力など供給のため敷地内に電柱が必要
となる

古閑中町宅地分譲中
八代都市計画事業
八千把地区
土地区画整理事業

保留地販売箇所位置図
セブンイレブン

2-1

10-2
11-1

21-1

74-1

23-2

19-1

北
部
幹
線

区画整理事務所

　
　
八
代
市
営
上
片
墓
園
　
使
用
者
募
集

　墓
園
名
称
・
所
在
地　

八
代
市
営
上
片
墓
園
・
上
片

町
字
大
平（
九
州
自
動
車
道
大
平
山
ト
ン
ネ
ル
下
）

資　

格　

市
内
に
居
住
し
、
祖
先
の
祭
祀
を
主
宰
す

る
人
（
同
一
世
帯
に
市
営
墓
園
の
使
用
許
可
を
受

け
た
人
が
い
な
い
こ
と
）

公
募
期
間　

１
月
13
日
㈫
～
30
日
㈮
（
必
着
）

公
募
区
画
数　

１
区
画
（
５
㎡
）

　
　
野
鳥
観
察
会
　
参
加
者
募
集

　と　
き　

２
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
～
３
時

　

※
悪
天
中
止

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
口
右
岸
堤
防
沿
い

　

鼠
蔵
町
研
修
所
（
鼠
蔵
町
１
３
１
４
‐
４
）
集
合

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
50
人

内　

容　

球
磨
川
河
口
に
飛
来
す
る
渡
り
鳥
に
つ
い

て
の
学
習
と
観
察

講　

師　

八
代
野
鳥
愛
好
会

申
込
み　

２
月
４
日
㈬
ま
で
に
環
境
課
☎
33
４
１
１

　

４
へ

選
考
日　

２
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
・
市
役
所
５
階

大
会
議
室
Ｂ
（
出
席
で
き
な
い
人
は
抽
選
権
が
な

く
な
り
ま
す
）

費　

用　

使
用
料
42
万
円

　
　
　
　

管
理
料
（
年
額
）
６
０
０
０
円

※
使
用
料
・
管
理
料
は
、
許
可
決
定
後
60
日
以
内
に

納
付
し
、
墳
墓
は
許
可
決
定
後
１
年
以
内
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
書
配
布
場
所　

環
境
課
、
各
支
所
・
出
張
所
・

公
民
館

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

20

　
　
　
歳
に
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
（
学
生
を
含
む
）
は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
の
人

は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
を
す
る
と
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

年
金
手
帳
と
保
険
料
の
納
付
書
な
ど
が
届
き
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
な
ど
で
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
所
得
が
低
い
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
の

20

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
一
部
か
全
部
が

免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
、
30
歳
未
満

の
人
を
対
象
と
し
た
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、

学
生
を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　
　
最
大
　
万
円
の
す
ま
い
給
付
金

　
　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
８
％
へ
の
引
き
上
げ

30

に
伴
い
、
国
土
交
通
省
で
は
住
宅
購
入
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
「
す
ま
い
給
付
金
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。最
大
30
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請
方
法
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局
☎
０
５
７
０

（
０
６
４
）
１
８
６　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

I http://sum
ai-kyufu.jp/
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農
用
地
あ
っ
せ
ん
譲
受
等

　
候
補
者
名
簿
の
登
録
申
請

　

あ
っ
せ
ん
譲
受
等
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
申
請
書

の
受
付
を
し
ま
す
。
規
模
拡
大
を
希
望
す
る
人
は
必

ず
期
限
内
に
提
出
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件
（
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
）

①
経
営
の
規
模
拡
大
意
向
を
持
ち
「
農
業
委
員
会

の
あ
っ
せ
ん
」「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
」

の
適
用
を
受
け
農
地
の
買
入
を
希
望
す
る
人
で
面

積
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

②
権
利
取
得
者
が
農
業
を
営
む
者
で
あ
る
こ
と

提
出
期
限　

１
月
10
日
㈯
（
必
着
）

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
33
６
３
４
２

　平成 26 年 11 月 23 日に八代妙見祭で笠鉾
「迦

かりょうびんが
陵頻伽」に出ました。「迦陵頻伽」は塩屋 4

町内持ち回りの出し物で、東塩屋の僕は幸運に
も小学生で２回の出番を経験できました。
　９基の笠鉾の中でも「迦陵頻伽」が一番美し
いと思っていますので、町内や学校の都合もあ
りますが、次回の当番である高校生のときにも
長法被で出られたらいいなと希望しています。
　大人になっても、警固などの役回りをいただ
いて笠鉾「迦陵頻伽」に関わり、八代妙見祭を
支えていく手助けをしたいと思います。

堀
ほりうち

内　叶
かなう

　さん
　　　 （八代小６年）

夢Talk
トーク

大人になっても
  迦陵頻伽の
　笠鉾に出たい

　
産
　
業

　
　
農
地
の
貸
借
を
お
手
伝
い

　
農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
の
借
り
手
を
募
集

　

規
模
拡
大
や
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
人
な
ど
農

地
の
借
受
を
希
望
す
る
人
は
「
農
用
地
等
借
受
け
申

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
を
提
出
し
な
い
と
農
業
公
社
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

１
月
５
日
㈪
～
２
月
３
日
㈫

募
集
地
区

　

①
八
代
市
平
野
部（
旧
八
代
市（
二
見
校
区
以
外
）・

旧
千
丁
町
・
旧
鏡
町
）

　

②
八
代
市
中
山
間
部
（
旧
坂
本
村
・
旧
東
陽
村
・

旧
泉
村
・
二
見
校
区
）

　
　
県
立
農
業
大
学
校
　
年
度

　
新
規
就
農
支
援
研
修
生 

募
集

■
プ
ロ
農
家
養
成
コ
ー
ス

受
講
日　

火
・
水
・
金
曜
、
週
３
日　

午
前
８
時
50

27

　
　
求
職
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　厚
生
労
働
省
熊
本
労
働
局

平
成
26
年
度
一
体
的
実
施
事
業

と　

き　

１
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分　

受
付
：
１
時
15
分
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
他

　

就
職
活
動
証
明
書
を
発
行

申
込
み　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
５
０
０
１

　
　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　受
付
期
間　

１
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

対　

象　

市
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
」「
工
事
関

　
　
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

　
　

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
高
齢
者
（
お
お

む
ね
55
歳
以
上
）
の
た
め
の
職
業
相
談
・
紹
介
を
行

　
　
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
剤
を
配
付

　　

市
で
は
一
般
家
庭
用
の
殺さ

っ
そ
ざ
い

鼠
剤
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
人
は
印
鑑
持
参
で
来
所
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
31
日
㈫
ま
で

配
布
場
所　

環
境
課
、
各
支
所
市
民
福
祉
課
、
鏡
支

所
市
民
環
境
課
、
各
出
張
所
・
公
立
公
民
館

配
布
数　

各
家
庭
に
３
袋
（
１
袋
50
ｇ
入
）
ま
で

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

　

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

係
業
務
委
託
」
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

市
内
の
事
業
者

平
成
27
・
28
年
度
定
期
申
請
分
（
有
効
期
間
２
年
間
）

◆
建
設
工
事
請
負

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
工
事
関
係
業

務
委
託

申
請
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

「
申
請
の
手
引
き
」
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
、
申
請

を
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
物
品
・
役
務
等
」
の
参
加
資
格
申
請
は
、
随
時

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

提
出
先　

契
約
検
査
課
☎
33
４
１
２
０

持
参
品　

ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
み　

秘
書
課
☎
34
１
０
９
０

い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。
ま
た
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら
の
求
人
申
込
み
を
受
付
中
。

と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局　

福
祉
課

問
合
せ　

県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
八
代
相
談
所

☎
32
４
１
４
４

　

③
そ
の
他
、
八
代
市
以
外
の
地
区
の
申
し
出
の
受

付
も
可
能（
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

農
地
の
貸
し
手
を
募
集

　

農
業
経
営
の
リ
タ
イ
ア
や
規
模
縮
小
を
考
え
て
い

る
人
で
、
農
地
の
受
け
手
を
探
し
て
い
る
人
は
「
農

用
地
等
の
貸
付
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

随
時
受
付

公
社
が
借
り
入
れ
る
農
用
地
な
ど
の
基
準

　

①
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
（
除
外
地
も
可
能
）

　

②
再
生
不
能
な
耕
作
放
棄
地
で
は
な
い

　

③
転
貸
先
は
熊
本
県
農
業
公
社
に
一
任

共
通
事
項

提
出
先　

市
農
業
政
策
課
・
各
支
所
農
林
水
産
事
務

所
・
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ

問
合
せ　

農
業
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

↖
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文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室
発
表
会

　
　

日
頃
、
伝
統
文
化
を
学
ん
で
い
る
２
５
０
人
の
子

ど
も
た
ち
が
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
31
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館

内　

容　

開
会
式
・
午
前
10
時
30
分
～
、
展
示
（
華

道 

書
道
）・
９
時
30
分
～
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
日

本
舞
踊 

民
謡 

民
俗
芸
能
）・
午
後
０
時
40
分
～
、

茶
会
（
表
千
家 

裏
千
家 

煎
茶
）・
午
前
10
時
～

※
茶
券
（
２
０
０
円
）
は
各
教
室
で
販
売
。
お
菓

子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

問
合
せ　

市
文
化
協
会
、
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教

室
実
行
委
員
会
（
小
竹
）
☎
33
８
５
５
８

博物館展示案内（1月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆潤生会展（絵画展）　　　　1/9 ㈮～ 18 ㈰
◆八代管内子ども工作・創作展（八代教育研究
　  会図画工作・美術部会）　　1/20 ㈫～ 25 ㈰
◆八代小中特別支援学校書写展（八代教育研究
　 会書写部会）　　　　　　　1/28㈬～ 2/1 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 IV 飲食の器　　　　開催中～ 3/22 ㈰
◆古文書を読む IV
　 古文書が語る加藤正方　　　開催中～ 1/4 ㈰
◆古文書を読む V
　 西山宗因の世界　　　　　　1/6 ㈫～ 3/29 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　　　　開催中～3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり IV
　 古墳時代の技　　　　　　開催中～ 3/29 ㈰
◆和紙の世界 IV
　 和紙作りの道具　　　　　開催中～ 1/12 ㈪
◆和紙の世界 V 千代紙　　　1/14㈬～ 4/5 ㈰
◆亀蛇の競演　　　　　　　　開催中～ 1/18 ㈰
◆一間羽子板　　　　　　　　1/20㈫～ 3/29 ㈰
◆米作りの道具　　　　　　　開催中（通年）
◆松井文庫 IV 森派の絵画　　開催中～ 1/25 ㈰
◆松井文庫 V 古典文学の世界 1/27㈫～ 3/15 ㈰

1月の休館日 5㈪、13㈫、19㈪、26㈪
年始の休館日 1/1㈭～ 3㈯

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

　
　

１
月
１
日
現
在
で
資
格
要
件
を
満
た
す
人
に
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
の
選
挙
人
や
被
選

挙
人
の
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事
な
手
続
き
で

す
。
資
格
の
あ
る
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
希
望
者
で
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
人

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
の
資
格
要
件　

次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
八
代
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

イ　

耕
作
の
業
務
を
営
む
人
と
同
居
す
る
親
族
か
配

偶
者
で
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

ウ　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
か
社
員
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
入
学
・
在
学
す
る
学
生
・

生
徒
の
保
護
者
向
け
の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
対
象
校　

高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、
大

学
院
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

融
資
限
度
額　

　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

　

外
国
の
短
大
、
大
学
、
大
学
院
に
１
年
以
上
留

学（
留
学
先
に
在
籍
）の
場
合
４
５
０
万
円
以
内

利　

率　

年
２
・
２
５
％
（
26
年
11
月
12
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内

申
込
み　

随
時

問
合
せ　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
８
）
６
５
６

　
　
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
　

農
林
水
産
省
で
は
、２
月
１
日
現
在
で「
２
０
１
５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
調
査
で
、
我
が
国
の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
各
方
面
に
わ
た
り
広
く
利
用
で
き
る
総
合

的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の
「
農
林
業
の
国
勢
調

査
」
と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

　
文
化
・
教
育

　
　
世
界
の
料
理
教
室
（
中
国
編
）

　
　

外
国
の
家
庭
料
理
づ
く
り
を
通
し
て
異
文
化
に
親

し
み
、
国
際
的
な
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
世
界

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

料　

理　

エ
ビ
チ
リ
、
中
華
風
ス
ペ
ア
リ
ブ
、
揚
州

チ
ャ
ー
ハ
ン

講　

師　

蘇
琳 
氏
（
県
立
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
　

蒋
明 
氏
（
県
立
大
学
大
学
院
生
）

対　

象　

市
民（
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
も
含
む
）

定　

員　

35
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円

持
参
品　

ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
み　

秘
書
課
☎
34
１
０
９
０

に
従
事
し
て
い
る
人

提
出
期
限　

１
月
10
日
㈯
（
必
着
）

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
33
６
３
４
２

分
～
午
後
４
時
20
分　

定
員
20
人

■
実
践
農
業
コ
ー
ス

受
講
日　

月
・
木
曜
、
週
２
日　

午
前
８
時
50
分
～

午
後
４
時
20
分　

定
員
30
人

研
修
内
容　

栽
培
技
術
講
義
と
実
習
、
農
業
経
営
に

必
要
な
知
識
取
得
の
た
め
の
講
義
な
ど

■
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

受
講
日　

原
則
第
４
水
曜
、
月
１
回　

午
後
１
時
30

分
～
４
時　

定
員
15
人
程
度

研
修
内
容　

農
業
の
新
し
い
技
術
や
専
門
的
な
栽
培

管
理
技
術
、
就
農
に
必
要
な
農
業
情
報
な
ど

対　

象　

63
歳
以
下
で
、
新
た
に
農
業
で
生
計
を
立

て
る
こ
と
を
め
ざ
す
人
や
農
産
物
販
売
を
目
的
と

し
た
農
業
経
営
を
め
ざ
す
人
（
同
一
世
帯
か
ら
複

数
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

研
修
期
間　

４
月
上
旬
～
12
月
上
旬

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
な
ど
は
実
費
）

申
込
期
間　

２
月
６
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
☎
０
９
６

（
２
４
８
）
６
６
０
０
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第
　
回

　
八
代
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走

　

各
校
区
の
代
表
選
手
が
一
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
、
健
脚
を
競
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

開
会
式　

県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　

午
前
９
時

コ
ー
ス　

県
営
八
代
運
動
公
園　
　

内
港
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場　
　

八
代
港
湾
合
同
庁
舎　
　

八
代

大
橋　
　

南
川
橋　
　

金
剛
橋　
　

河
川
敷
ジ
ョ

ギ
ン
グ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド　
　

球
磨
川
ス

ポ
ー
ツ
公
園
（
折
り
返
し
）

※
選
手
の
通
過
に
合
わ
せ
て
交
通
規
制
し
ま
す
。
警

察
官
や
大
会
役
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ス
の
詳
細
図
、
通
過
予
定
時
刻
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
35
０
２
１
１

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 8日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 10･17･24･31日㈯ 午後 3 時～

図書館講座 ▶ 7日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「漱石と熊本」　講師：前山光則氏
▶ 21日㈬ 午前 10 時 30 分～…歴史講座「石垣原合戦と松井康之」　講師：林千寿氏

名作映画鑑賞会 11日㈰ 午後 2 時～　　　　　　　　  上映作品「スープ・オペラ」

文学散歩【参加者募集】
『漱石・草枕の旅』
　　　～玉名・植木～

2月6日㈮ 定員：40人（先着順）　参加費：1人 3000円（昼食別）　講師：前山光則 氏
※参加申込みは、1月 5日㈪～ 23日㈮に電話か直接本館まで申し込んでください。
　募集定員に達しない場合は、文学散歩は中止となります。
※申込み後、1 月 23 日㈮までに連絡がない場合のキャンセルは、キャンセル料が発生します
　のでご注意ください。

ジョブカフェによる就活相談会 5日㈪・20日㈫（求人情報誌発行日） 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場）
19日㈪ 午前 10 時 30 分～
26日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 10･17･24･31日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 2･3･4 週 図書館員、第 5 週 山猫軒
あかちゃん向けおはなし会

（おはなしぴよぴよ） 16日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 4日㈰ 10･24日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
ジョブカフェによる就活相談会 6日㈫・21日㈬ 午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：28日㈬、せんちょう図書館：13日㈫、かがみ図書館：15日㈭
　年始休館日　市立図書館本館・せんちょう図書館・かがみ図書館：1月 1日㈭～ 3日㈯

▶ 6 日㈫ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 7 日㈬ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 8 日㈭ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 9 日㈮ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 13 日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 ▶ 14 日㈬ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 15 日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 16 日㈮ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 19 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 20 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 21 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 22 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 26 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 27 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 29 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 30 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

図 書 館 催し物案内（1月） 年始休館日　1 月 1 日㈭～ 3 日㈯
午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う

図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

年始休館日、施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

平
成
28
年
２
月

　

調
整
会
議　

２
月
２
日
㈪　

午
前
９
時

使
用
月　

平
成
28
年
３
月

　

調
整
会
議　

３
月
２
日
㈪　

午
前
９
時

※
施
設
利
用
調
整
会
議
は
、
原
則
と
し
て
使
用
月
の

１
年
前
の
同
月
第
一
月
曜
で
す
。

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

☎
53
０
０
３
３

10

申
込
み　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
支
援
課　

☎
33
４
４
８
２
へ

　
八
代
市
奨
学
生 

募
集

応
募
資
格　

本
人
か
保
護
者
が
市
内
に
引
き
続
き

３
年
以
上
居
住
し
、
経
済
的
理
由
の
た
め
就
学

が
困
難
で
次
に
該
当
す
る
人

○
高
校
、
高
専
、
各
種
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学

へ
進
学
す
る
人
か
在
学
中
の
人

○
同
種
の
奨
学
金
を
日
本
学
生
支
援
機
構
（
日
本

育
英
会
）
な
ど
か
ら
支
給
、
貸
与
さ
れ
て
い
な

い
人

提
出
書
類

○
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
教
育
総
務
課
・
市
総

合
案
内
所
・
各
支
所
総
務
振
興
課
に
あ
り
ま
す
）

○
合
格
証
明
書
の
写
し
か
在
学
証
明
書

○
世
帯
員
の
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
か
確

定
申
告
書
の
写
し
と
、
児
童
扶
養
手
当
・
児
童

手
当
な
ど
公
的
手
当
の
受
給
金
額
が
記
載
さ
れ

た
通
知
書
の
写
し

○
印
鑑
証
明
書（
保
護
者
と
連
帯
保
証
人
２
人
分
）

○
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書
（
所
得
割
納
税
か

固
定
資
産
税
３
０
０
０
円
以
上
の
納
税
）

○
年
間
の
授
業
料
が
わ
か
る
資
料

申
込
先
・
受
付
期
間

○
教
育
総
務
課
受
付

　
　
　
　
　
　
　

３
月
２
日
㈪
～
４
月
20
日
㈪

○
各
支
所
受
付　

３
月
２
日
㈪
～
４
月
15
日
㈬ 

貸
付
額
（
月
額
）

○
高
校
、
高
専
（
１
～
３
年
）

　
　
　
　

国
公
立　

１
５
０
０
０
円
以
内

　
　
　
　

私
立　
　

２
０
０
０
０
円
以
内

○
高
専
（
４
～
５
年
）、大
学
、短
大
、専
門
学
校

　
　
　
　

国
公
立　

３
０
０
０
０
円
以
内　

　
　
　
　

私
立　
　

３
５
０
０
０
円
以
内

貸
付
利
息　

無
利
息

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中

問
合
せ　

教
育
総
務
課
☎
33
６
８
４
６
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選
　
挙

　
消
費
生
活

気をつけよう 消費者トラブル
（下水排水管の清掃）

　排水管の点検にきた業者が、排水溝の蓋を
開けて「掃除が必要、明日清掃に来る」と契
約を迫られましたが、信用できなかったので
契約を断り、市役所の担当課に電話しました。
担当職員が相談者宅を訪問調査し、清掃は必
要ではないことを確認しました。

　⇒「無料で点検」などと言って訪問し、点
検後に消費者の不安をあおり工事などの契約
を結ばせる手口です。安易に業者を家に入れ
ないようにし、その場で契約しないで家族や
周囲の人に相談しましょう。

消費者トラブルで困ったら市消費生活セ
ンターにご相談ください。

市役所１階市民相談室内☎ 33-4162
平日：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（木曜は午前10時～午後 7 時）

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H25年11月 1,475 ｔ 452 ｇ
H26年11月 1,321 ｔ 420 ｇ

比 較 － 154 ｔ － 32 ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127 ｔ 490 ｇ
H25年12月～ 26年 11月 17,628 ｔ 460 ｇ

比 較 － 1,499 ｔ － 30 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

　
　
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会

　
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

㈱
中
尾
設
備　

中
山
土
木
工
業　
（
敬
称
略
）

※
先
月
号
折
込
チ
ラ
シ
の
一
般
協
賛
企
業
一
覧
に
、

前
記
２
社
の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

掲
載
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
ひ
な
ぐ
雛
祭
り

　「
ひ
な
ぐ
雛
」　
募
集

　

２
月
14
日
㈯
～
３
月
８
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
ひ

な
ぐ
雛
祭
り
」の
主
役「
ひ
な
ぐ
雛
」を
募
集
し
ま
す
。

①
６
～
９
歳
の
女
子
１
人

②
中
学
・
高
校
生
の
女
子
１
人

条　

件　

市
内
在
住
の
人

　

①
は
２
月
28
日
㈯
、
②
は
３
月
１
日
㈰
に
出
演

　

２
月
14
日
㈯
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
出

演
可
能
な
人

主　

催　

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
実
行
委
員
会

応
募
先　

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
日
奈
久
温
泉
観
光
案

内
所
☎
38
０
２
６
７
へ

　
　
お
雛
祭
り
に
寄
せ
て

　「
あ
り
が
と
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

　

第
13
回
城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
に
寄

せ
て
、
母
か
ら
娘
へ
、
娘
か
ら
母
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
贈
り
ま
せ
ん
か
。
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
雛

祭
り
で
展
示
・
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
に
代

わ
り
相
手
へ
贈
り
ま
す
。
応
募
は
無
料
。
締
切
は
１

月
30
日
㈮
。
６
０
０
字
以
内
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
実
行

委
員
会
（
観
光
振
興
課
）
☎
33
４
１
１
５

　
観
　
光

　
　
弁
護
士
・
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

　
消
費
生
活
特
別
相
談

　
多
重
債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
、
内
容
も
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
法
律
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
21
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

22
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

※
当
日
に
受
付
を
行
い
、
相
談
は
先
着
順
で
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

持
参
品　

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
33
４
１
６
２

　
　
　
　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

　
　
身
近
な
相
談
員
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
に
は
、
ま
わ
り
の
人
の
見
守
り
が
重
要
で
す
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
見
守
り
に
お
け
る
「
気
づ
き
」
の
ポ

イ
ン
ト
や
相
談
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回

と　

き　

１
月
27
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

内　

容　
「
最
近
の
相
談
事
例
」「
遺
言
・
相
続
」

■
第
２
回

と　

き　

２
月
19
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

内　

容　
「
消
費
者
問
題
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

役
割
」「
終
活
の
す
す
め
、
介
護
、
施
設
の
選
び

方
な
ど
」

申
込
み　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
支
援
課　

☎
33
４
４
８
２
へ

　
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
ワ
ー
ド
入
門

と　

き　

２
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮　

午
後
２
時
～
４

時　

全
５
日
間

と
こ
ろ　

松
高
公
民
館
☎
34
８
８
０
１

内　

容　

基
本
的
な
文
書
入
力
や
文
書
の
作
り
方
な

ど
対　

象　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人
、
抽
選
20

人
。
貸
出
し
パ
ソ
コ
ン
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
は
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
持
ち
込
む
ワ
ー
ド
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
（
２
０
０
３
、２
０
０
７
、２
０
１
０
な

ど
）
を
記
入
し
、
〒
８
６
６
‐
０
０
７
３
本
野
町

５
０
５
高
田
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
へ
。
電
話

申
込
み
不
可
。
受
講
生
に
は
７
日
前
ま
で
に
受
講

票
を
送
付
。
落
選
者
に
も
通
知
し
ま
す
。

申
込
締
切　

１
月
20
日
㈫
必
着

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
　
　

高
田
公
民
館
☎
34
３
０
３
１
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八
代
市
在
住
の
写
真
家
・
麦
島
勝
さ
ん
が
、

平
成
26
年
８
月
、
自
分
で
撮
影
し
た
写
真
資
料

３
１
２
２
点
を
市
に
寄
贈
。
昭
和
期
の
八
代
を

中
心
と
す
る
県
南
地
域
の
人
や
生
活
、
風
景
を

記
録
し
た
写
真
で
、
作
品
と
し
て
の
価
値
は
も

と
よ
り
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
語
る
上
で
も

か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
で
す
。

　

11
月
13
日
、
中
村
市
長
が
麦
島
さ
ん
に
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。
麦
島
さ
ん
は
「
繰
り
上
げ

繰
り
上
げ
で
学
校
を
卒
業
し
て
戦
争
へ
行
き
、

20
歳
前
に
自
分
は
死
ぬ
と
思
っ
て
い
た
。（
生

き
て
終
戦
を
迎
え
）
写
真
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の

お
礼
奉
公
と
思
っ
て
撮
っ
て
き
た
。
で
き
る
だ

け
子
ど
も
や
動
物
を
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け

た
。
入
る
と
写
真
に
温
か
み
が
出
る
。
子
ど
も

の
服
装
な
ど
を
見
る
と
時
代
が
分
か
り
ま
す

ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

写
真
資
料
は
市
立
博
物
館
で
整
理
・
調
査
作

業
を
行
い
、
順
次
、
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
29
日
、
市
総
合
体
育
館
で
「
人
権
子
ど

も
集
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
や
つ
し
ろ
」
が
行

わ
れ
、
八
代
地
域
の
小
中
学
生
や
関
係
者
な
ど

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
差
別
の
な
い
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
人
権
問
題
を
身
近
に
考
え
る
機
会
と
し

て
、
人
権
月
間
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
人
権
や
差
別
を
テ
ー
マ
に
、

各
学
校
や
団
体
に
よ
る
作
文
や
劇
の
発
表
、
歌

や
太
鼓
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
部
落
差
別
を

は
じ
め
す
べ
て
の
差
別
を
な
く
す
八
代
地
域
児

童
生
徒
実
行
委
員
会
委
員
長
の
八
代
白
百
合
高

校
２
年
の
谷
口
藍
子
さ
ん
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り

が
一
つ
の
仲
間
に
な
っ
て
い
け
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
に
よ
る
人
権
パ
レ
ー
ド
が
中

心
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
、人
権
に
関
す
る
思

い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

▲寄贈した写真の一部を、懐かしそうに説明する麦島さん
▲くまモンも談笑に加わった内覧会

▲日奈久中生徒によるミュージカル劇「ユタと不思議な仲間たち」▲最優秀賞を受賞した生徒たち

貴重な写真資料を市へ寄贈
麦島勝さんへ感謝状

イオン八代店内に集いの場
ひなたぼっこ開所

すべての差別をなくす
人権子ども集会フェスティバル in やつしろ

空間デザイン部門で最優秀賞
全国高専デザインコンペ

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

11
月
19
日
、
イ
オ
ン
八
代
店
内
に
や
つ
し
ろ

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
階
の
南
西
角
部
分
の
60
㎡
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
イ
オ
ン
九
州
か
ら
無
償
で
借
り
受

け
、
畳
ス
ペ
ー
ス
や
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
な
ど
を

用
意
。
平
日
の
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
誰
で
も
無
料
で
利
用
で
き
、
高
齢
者
や
子

育
て
世
代
な
ど
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て

の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
社
協
職

員
が
常
駐
し
、
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
に
生
活

困
窮
相
談
や
介
護
、
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
が
推
進
す
る
「
地
域
の
縁
が
わ
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
開
所
式
で
は
、
く

ま
モ
ン
が
永
原
辰
秋
副
市
長
に
「
地
域
の
縁
が

わ
」
登
録
プ
レ
ー
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

泉
町
下
岳
の
松
田
カ
シ
子
さ
ん
は
「
居
心
地

が
良
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
８
・
９
日
、
市
総
合
体
育
館
で｢

デ
ザ

コ
ン
２
０
１
４
 in
や
つ
し
ろ｣

が
開
催
さ
れ
、

空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

熊
本
高
等
専
門
学
校
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
建
築
社

会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
生
徒
４
人
や
教
授
な
ど

が
12
月
９
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
中
村
市
長
に

受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

｢

デ
ザ
コ
ン｣

は｢

全
国
高
等
専
門
学
校
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン｣

の
略
で
、
空
間

デ
ザ
イ
ン
・
構
造
デ
ザ
イ
ン
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
・

３
次
元
デ
ジ
タ
ル
設
計
造
形
部
門
の
４
部
門
に

分
か
れ
て
ア
イ
デ
ア
と
技
術
を
競
い
ま
す
。

　

空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
テ
ー
マ
は｢

地
域
で

つ
く
る
、
人
と
つ
く
る｣

で
し
た
。
今
大
会
で

八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
た
ち
は
、
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
の
28
駅
を
１
つ
の
空
間
と
し
て
と
ら

え
、
マ
ル
シ
ェ
で
つ
な
い
で
い
こ
う
と
提
案
。

ま
た
、
駅
周
辺
の
人
や
自
然
、
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

の
良
さ
も
取
り
上
げ
、
魅
力
を
伝
え
て
い
く
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

八代妙見祭御夜

八代演能会熊本県文化財保護大会

妙見祭笠鉾組立見学ツアー

塩屋八幡宮大祭

▲ちびっこ行列での子供花奴の披露▲大切に載せられる「猩々」の飾り▲本町アーケードを流し踊る八代妙見紅道中

▲つるまる保育園児による連吟「高砂」▲オープニングを飾った県指定重要無形民俗文
　化財・国選択無形民俗文化財の久連子古代踊

▲多くの参拝者が訪れた境内

　

笠
鉾
奉
納
町
内
で
一
斉
に
行
わ
れ
る
妙
見
祭
の
笠
鉾

組
み
立
て
を
、
妙
見
祭
案
内
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

見
学
し
て
回
る
「
妙
見
祭
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー
」
が

11
月
16
日
に
行
わ
れ
、市
内
の
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
長
年
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
技
術
と
そ

の
価
値
を
知
り
、
妙
見
祭
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
市
が
企
画
し
た
も
の
で
、今
年
で
５
回
目
で
す
。

　

笠
鉾
は
釘
を
１
本
も
使
う
こ
と
な
く
、
ま
た
、
各
部

材
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に
は
め
込
ま
な
い
と
完
成
で
き

な
い
仕
組
み
で
す
。
各
町
内
の
組
み
手
が
２
０
０
程
の

部
材
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
く
様

子
を
、
参
加
者
は
近
く
ま
で
歩
み
寄
っ
て
細
部
ま
で
観

察
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
八
幡
町
の
塩
屋
八
幡
宮
で
例
大
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
に
始
ま
り
、獅
子
舞
や
７
町
内
の
子
供
み
こ
し
、

特
設
会
場
で
は
奉
納
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
保
育
園
児

の
ソ
ー
ラ
ン
節
や
秀
岳
館
高
校
の
雅
太
鼓
の
演
奏
が
舞

台
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
境
内
は
学
校
や
仕
事
を
終
え
た
人

な
ど
の
参
拝
者
で
あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

11
月
16
日
、
ち
び
っ
こ
妙
見
祭
が
本
町
１
～
３
丁
目

ア
ー
ケ
ー
ド
と
厚
生
会
館
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

祭
り
に
登
場
す
る
出
し
物
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
妙
見
祭
へ
の

参
加
を
促
そ
う
と
八
代
妙
見
祭
活
性
化
協
議
会
が
毎
年

行
っ
て
お
り
、
今
年
で
５
回
目
。
子
供
獅
子
、
子
供
花

奴
、
木
馬
、
子
供
飾
馬
な
ど
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ
行
列
」

が
ア
ー
ケ
ー
ド
を
練
り
歩
き
、
随
所
で
大
人
顔
負
け
の

演
舞
を
披
露
す
る
と
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

子
供
飾
馬
に
参
加
し
た
八
千
把
小
６
年
生
の
鬼
塚
洸こ

う

伎き

く
ん
は「
父
に
勧
め
ら
れ
て
飾
馬
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
番
も
参
加
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、「
八
代
妙
見
祭
御
夜
」
が
本
町
ア
ー
ケ
ー

ド
街
と
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
玉
は
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
東
陽

町
の
「
坂
よ
り
上か

み

棒
踊
り
」、鏡
町
の
「
芝し

ば
く
ち口
棒
踊
り
」、

泉
町
の
「
久く

れ

こ

連
子
古
代
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
御
夜
の
名
物

と
な
っ
た
「
八
代
妙
見
紅べ

に

道
中
」
も
流
し
踊
り
で
祭
り

前
夜
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
獅し

き

ば

亀
馬
会か

い

の
「
武
者
ん

よ
か
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
特
設
会

場
で
開
か
れ
、「
勢
子
ク
ィ
ー
ン
」「
勢
子
メ
ン
」「
勢

子
キ
ッ
ズ
」「
勢
子
チ
ー
ム
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
厚
生
会
館
で
第
４
回
「
八
代
演
能
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
代
妙
見
祭
活
性
化
協
議
会
の
主
催
で
、
八
代
妙
見

祭
の
２
０
１
６
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

た
気
運
を
高
め
よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

能
奉
行
の
濵
大
八
郎
八
代
妙
見
祭
活
性
化
協
議
会
副

会
長
が
「
能
は
じ
め
ま
せ
」
と
声
を
か
け
、
狂
言
「
蚊

相
撲
」
と
能
「
枕
慈
童
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

狂
言
の
大
名
役
は
和
泉
流 

野
村
萬
斎
さ
ん
で
、能
「

枕
慈
童
」の
慈
童
役
は
、
金こ

ん
ぱ
る春

流
櫻
間
家
第
21
代
当
主

櫻
間
右
陣
さ
ん
。
笛
や
太
鼓
の
調
べ
と
舞
い
の
神
々
し

さ
が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
熊
本
県
文
化
財
保

護
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
の
文
化
財
保
護
委
員
や
関
係

市
町
村
職
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
と
文
化
財
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
県
教
育
委
員

会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
基
調
講
演
、
事
例

報
告
、
民
俗
芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
芸

能
部
門
の
吉
田
純
子
調
査
官
が
「
無
形
民
俗
文
化
財
を

次
世
代
へ
ど
う
引
き
継
ぐ
か
」
と
題
し
、
伝
承
芸
能
が

復
活
し
た
事
例
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
講
演
。
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ちびっこ妙見祭
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やつしろ緑のカーテンコンテスト表彰式保育園児の芋掘り体験

教育プロレス

災害時の生活必需物資供給に関する協定調印式

せせらぎ水路に植栽優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

▲受賞者の皆さん▲受賞者の皆さん

▲試合を通じ児童に思いを伝えるレスラーたち

▲左から大渕産業の大渕代表取締役、中村市長、
　坂本食糧の坂本専務取締役、八代食糧事業協同
　組合の白石理事長

▲苗を植える卓球部の皆さん▲左から酒井校長、中村市長、熊川会長、今
　田前会長

　

や
つ
し
ろ
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

11
月
11
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
６
人
が
中
村

市
長
か
ら
賞
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
夏
の
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
と
地
球
温
暖
化
対

策
の
１
つ
と
し
て
、
簡
単
に
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。
今
年
は
屋
根
を
越
え
る
高

さ
ま
で
成
長
し
た
も
の
な
ど
力
作
揃
い
で
、
17
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
６
つ
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
坂
本
町
の
馬
渕
文
夫
さ

ん
で
、
壁
一
面
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
出
来
映
え
や
堆
肥

に
腐
葉
土
な
ど
を
活
用
し
た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。　
　
※
結
果
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

11
月
14
日
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
九
州
事
業
所
独

身
寮
敷
地
内
で
保
育
園
児
の
芋
掘
り
体
験
が
行

わ
れ
、
市
内
15
の
保
育
園
か
ら
約
３
０
０
人
の

園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
事
業
所
が
子
ど
も
た
ち
に
芋
掘
り

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
招
待
し
た
も
の
で
、

12
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
り
、
芋

の
つ
る
を
引
っ
張
っ
た
り
し
て
芋
を
掘
り
出

し
、
大
き
な
芋
を
手
に
す
る
と
う
れ
し
そ
う
に

先
生
や
友
だ
ち
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
後

は
重
さ
を
量
り
、
園
で
一
番
重
い
芋
を
掘
っ
た

園
児
に
「
大
物
賞
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

痛
み
を
感
じ
命
の
大
切
さ
を
体
感
す
る｢

教
育
プ
ロ

レ
ス｣

が
11
月
21
日
、
八
千
把
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、
４
～
６
年
の
児
童
や
保
護
者
ら
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
揚
町
の
プ
ロ
レ
ス
団
体｢

求ぐ

道ど
う
ぐ
ん軍｣

の
代
表

で
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
幸
村
ケ
ン
シ
ロ
ウ
さ
ん
が
平
成
21

年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ラ
ー
が
技
の
掛
け
合
い
を
披
露
。
痛
み
や
衝
撃

以
外
に
も
、
反
則
行
為
を
通
じ
て
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
悪
役
レ
ス
ラ
ー

の
反
則
行
為
に
ブ
ー
イ
ン
グ
。
幸
村
さ
ん
が
劣
勢
を
跳

ね
返
し
て
勝
利
を
収
め
る
と
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

松
高
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
平
成
26
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
、
熊
川
裕ひ

ろ
の
り規

会
長
と
今
田
史ふ

み

昭あ
き

前
会
長
、
酒
井
徹
校
長
の
３
人
が
12
月
８
日
に
市
役

所
を
訪
問
し
、
中
村
市
長
に
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
大
臣
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
育
成
と
発
展
を
目

的
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
や
運
営
、
活
動
で
優
秀
な
実
績

を
上
げ
て
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
田
前
会
長
は
「
地
域
の
お
年
寄
り
と
一
緒
に
活
動

し
て
い
る
『
松
の
芽
つ
み
』
や
、
登
下
校
時
に
保
護
者

が
交
替
で
児
童
を
保
護
す
る
『
地
域
見
守
り
隊
』
な
ど

を
継
続
的
に
続
け
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
市
役
所
で
市
と
市
内
の
米
卸
業
者
３

者
と
の
間
で「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
生
活
必
需
物
資

供
給
に
関
す
る
協
定
書
」の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
、
市
に
米

を
優
先
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
大
渕
産
業
、

坂
本
食
糧
、
八
代
食
糧
事
業
協
同
組
合
の
３
者
が
市

場
価
格
で
白
米
を
市
に
供
給
し
ま
す
。

　

市
で
は
災
害
時
の
食
糧
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
米
を
約

１
万
３
千
食
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、賞
味
期
限
が
５
年

と
短
く
、思
う
よ
う
に
備
蓄
量
を
増
や
せ
な
い
現
状
で

す
。今
回
の
協
定
締
結
で
備
蓄
食
糧
の
み
に
頼
る
こ
と

な
く
食
糧
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

11
月
27
日
、
八
代
一
中
の
野
球
部
と
卓
球
部
の
部
員

約
40
人
と
八
代
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
13
人

な
ど
が
、
一
中
の
北
側
を
流
れ
る
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」

周
辺
の
緑
の
回
廊
線
で
、
花
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

行
っ
て
お
り
、
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

花
の
苗
は
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
や
金
魚
草
、
パ
ン
ジ
ー
、

ビ
オ
ラ
の
４
種
類
で
、
５
月
ま
で
花
が
楽
し
め
る
そ
う

で
す
。
参
加
者
は
１
６
０
０
本
の
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
は

ず
し
、
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

水
や
り
な
ど
の
世
話
は
、
一
中
の
生
徒
た
ち
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Town
   opics
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◎子育てセミナー
｢今あなたの子供はどうですか｣（異性との交際）
日時／1月18日㈰　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
講師／倫理研究所 橋本多實子氏
対象／高校生までの子どもがいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎潤生会展
｢江上竜介先生・上柿洋先生を偲ぶ会｣
日時／1 月 9 日㈮～18 日㈰
　　　午前9時～午後5時（13日は休館）
場所／市立博物館
内容／江上竜介氏と上柿洋氏、会員の油
　　　彩作品展
入場無料
問合せ／潤生会 永松☎53-9151

◎発達障がいについての講演会
｢発達障がいって何だろう？｣
日時／1 月 31 日㈯
　　　午後 1 時～3 時 30 分
　　　（受付：午後 0 時 30 分～）
場所／ウイングまつばせ
講師／わるつ非常勤職員 重松孝治氏
対象／どなたでも
参加無料、要事前申込
申込・問合せ／1 月 23 日㈮までに熊本県南部
　　　発達障がい者支援センター ｢わるつ｣
　　　に電話か FAX で申込み
　　　☎62-8839　FAX32-8951

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★3月号の掲載申込締切は、1/26 ㈪です。

伝言板

◎どんどや用の枯竹を差し上げます
期日／1 月 10 日㈯まで
場所／井上産業（川田町東 1063-2）
費用／無料
問合せ／井上産業 井上☎39-0055

◎第 38 回 熊本総合病院 市民公開講座
｢手術で治す認知症～正常圧水頭症を中心に｣
日時／1 月 28 日㈬　午後 6 時～7 時
場所／熊本総合病院14階｢熊本総合病院ホール｣
講師／林建佑 脳神経外科医員
定員／100 人
参加無料、事前申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課☎32-7111

◎熊本県出身男子学生寮｢有斐学舎｣寮生募集
場所／有斐学舎（埼玉県志木市柏町6-27-14）
対象／首都圏の 4 年制大学に進学する
　　　熊本県出身の高校 3年生と浪人生
定員／30 人程度
費用／寮費と食費を合わせて4万円以内
　　　（食費は朝夕。日祝日は除く）
締切／3 月 9 日㈪
面接／3月14日㈯ 熊本市国際交流会館
その他／まずはお電話を
問合せ／肥後奨学会 有斐学舎
　　　塚本☎048-473-7591

◎鶴里がくゆうの森へ行こう 自然体験学習会
日時／2月14日㈯　午前9時～午後3時
場所／坂本町鶴喰地区
内容／がくゆうの森の散策と遊歩道整備
対象／どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員／先着20 人
費用／1 人1,000 円
問合せ／やつしろ木夢ネット事務局
　　　（八代森林組合内）山田☎67-2231

◎｢災害と女性｣ について学ぼう
いっそDEフェスタ2015ワークショップ
日時／2 月 8 日㈰　午前 10 時～正午
場所／やつしろハーモニーホール
内容／震災で女性が置かれた困難な状況
　　　から、日常生活とのつながりから
　　　見えてくる問題を考える
定員／20 人
参加無料
その他／パネル展示や楽しい企画あり
問合せ／千丁ウィミンズネットワーク
　　　山本☎46-2185

◎ミニバレー・フェスタ
期日／1 月 24 日㈯
場所／市総合体育館
内容／年齢別ミニバレーの試合
パート／39歳以下・59歳以下・60歳以上
　　　（競技中は女性2人以上の参加が必須）
定員／各パート12 チーム
費用／1 チーム 2,000 円
その他／大会終了後、お楽しみ抽選会あり
問合せ／八代市体育協会 福島☎62-8130

◎太田郷どんどや祭り
日時／1 月 12 日㈪
　　　どんどや点火：午前9時30分～
　　　 （開会式：午前 9 時 15 分～）
　　　食バザー：午前11時～
場所／太田郷小学校
内容／｢どんどや｣ や食・リサイクルバ
　　　ザー、抽選会、バルーンアートなど
問合せ／太田郷小学校☎32-6143

◎八代少年少女合唱団 団員募集
日時／毎週日曜日　午後2時～3時15分
場所／代陽公民館
対象／幼稚園から小学6年生までの男女児
その他／見学希望の場合は事前連絡を
問合せ／田邊☎090-8769-9510

◎第 7 回 白竜色紙展
日時／1 月 6 日㈫～12 日㈪
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　（最終日は午後 4 時まで） 
場所／東京画廊シャディ（西松江城町2-4）
内容／書（漢字、近代詩文、仮名、前衛）
入場無料
問合せ／中村☎31-7276

◎八代亜紀絵画コンクール 作品募集
「自分たちの住んでいるまち」というテー
マの風景画を募集します。
募集対象者／八代市郡の小中高生、一般
画材／小中高生は水彩、パス、クレヨン、
　　　鉛筆など。一般は水彩画、油絵、
　　　日本画
大きさ／学生は画用紙B3、一般は10号まで
表彰／八代亜紀大賞 1 人、八代亜紀賞
　　　10 人 程 度、 入 選 150 人 程 度。
　　　応募者全員に参加賞贈呈
展示／5 月 8 日㈮～11 日㈪
　　　（九州国際スリーデーマーチに合わせて）
展示場所／やつしろハーモニーホール
その他／八代商工会議所にある出品要綱
　　　参照。提出書類に学年を記入する
　　　際は3月31日現在で記入のこと。
提出・問合せ／4 月 14 日㈫（一般は午前中）ま
　　　でに、八代亜紀と共に明日の八代をつ
　　　くる会（八代商工会議所内）☎32-6191

◎池坊 新春花展｢花への想い2015｣
日時／1 月 17 日㈯～18 日㈰
　　　午前 10 時～午後 6 時
場所／ゆめタウン八代
内容／生け花の展示
問合せ／池坊八代支部 川野☎33-1229
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と　き　５月８日㈮、９日㈯、10 日㈰　※雨天決行
ところ　球磨川河川緑地
コース　  ８日…40㎞、20㎞、10㎞、五家荘
　　　　  ９日…40㎞、20㎞、10㎞、５㎞
　　　　10 日…30㎞、20㎞、10㎞、５㎞
事前申込み　２月２日㈪～４月 17 日㈮　※参加費が必要
ホームページ　http://3day.yatsushiro.jp/
問合せ　九州国際スリーデーマーチ実行委員会
　　　　　　（市観光振興課内）☎33-4132

第 27 回 やつしろ全国花火競技大会

フォトコンテスト 入賞作品決定
　県内外から応募があった 110 人 286 点の中から
入賞作品が決まりました。入賞者は次のとおりです。
（敬称略）
◆最優秀賞　吉本明義（鹿児島市）　◆優秀賞　福
永亮二（熊本市）、池谷友子（富士宮市）　◆入選　
横山睦（大牟田市）、本田優（八代市）、稲葉敬二
（杵築市）、重野貢一（八代市）、田中英輝（菊池市）、
田中勝志（行橋市）、田中剛史（福岡市）、河本ふみ
え（大津町）、藤井昭寿（熊本市）、平岡健三（八代市）
※入賞作品は http://hanabi.gorotto.com/ で公開中
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新市誕生10周年記念事業
第21回

2015
参加者募集

　清水ミチコの楽しいおしゃべり、小原孝の素敵なピアノ、島
田歌穂の美しい歌声と、おしゃべり音楽館ポップスオーケスト
ラの演奏、地元出演の八代少年少女合唱団の天使の歌声をお楽
しみください。
と　き　３月７日㈯　午後６時 30 分開演　開場：６時
ところ　厚生会館　ホール
入場料　一　般　　　2,500 円
　　　　高校生以下　1,500 円
　　　　（当日 500 円増）
※宝くじの助成で、特別料金です。
※４歳以上から入場できます。
※前売りで完売した場合は、当日券はありません。
プレイガイド　厚生会館、千丁文化センター、鏡文化センター、

メガネのみやざき、庄野学生堂八代店、珈琲店ミック、日奈
久ゆめ倉庫
主　催　八代市、熊本県、自治総合センター
問合せ　厚生会館☎ 32-3196

　
宝くじおしゃべり音楽館
～想い出のスクリーンミュージック～

　 八代こども科学フェア
　子どもたちにモノづくりや科学の楽しさを
体験してもらい、科学技術などへの理解と関
心を深めてもらうために、第 18 回八代こど
も科学フェアを開催します。入場無料。
　ロボット操縦体験や工作教室、体験コー
ナーがいっぱいの楽しいイベントです。
と　き　１月 10 日㈯　午前 10 時～午後５時
　　　　　　 11 日㈰　午前 10 時～午後４時
ところ　やつしろハーモニーホール
内　容　高専ロボコン全国大会優勝ロボット

展示・実演・操縦体験、クワッドヘリ展示・
空撮画像上映、ペーパークラフト、レゴブ
ロック展示、木工体験、バルーンスライム、
ミニプラネタリウム、作品展示など
主　催　八代市・八代市工業振興協議会
問合せ　商工振興課☎ 33-8513
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